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一
宝
永
五
年
「
留
帳
」
の
概
要
本
史
料
紹
介
は
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
堅
田
藩
大
庄
屋
日
記
（
『
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
』、
以
下
『
留
帳
』
と
略
記
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
（
１
）
る
。
宝
永
五
年
の
記
事
は
、
正
月
の
松
飾
り
に
必
要
な
松
な
ど
が
藩
領
に
賦
課
さ
れ
た
記
事
か
ら
始
ま
る
。
前
年
の
宝
永
四
年
一
二
月
二
一
日
に
藩
か
ら
の
通
達
が
あ
っ
た
が
、
新
年
の
祝
儀
に
関
わ
る
こ
と
だ
っ
た
か
ら
か
、
宝
永
五
年
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
記
事
が
宝
永
四
年
一
二
月
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
事
柄
以
外
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
一
月
一
九
日
に
は
、
朽
木
周
綱
が
堅
田
を
通
行
す
る
に
あ
た
り
、
先
触
が
出
て
い
る
。
朽
木
周
綱
は
朽
木
陣
屋
を
居
所
と
す
る
旗
本
で
、
父
定
朝
没
後
の
宝
永
五
年
四
月
一
二
日
に
家
督
を
継
い
で
い
（
２
）
る
。
日
記
に
は
、
朽
木
周
綱
が
朽
木
へ
戻
る
際
に
本
堅
田
村
を
通
行
す
る
た
め
、
道
筋
の
掃
除
を
し
て
通
行
の
準
備
を
整
え
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
一
月
二
六
日
に
は
、
周
綱
が
江
戸
へ
戻
る
際
の
先
触
れ
が
出
て
お
り
、
街
道
筋
通
行
の
準
備
を
し
て
い
る
。
数
日
間
の
朽
木
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
代
替
わ
り
を
目
前
に
国
元
へ
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
朽
木
氏
は
交
代
寄
合
と
い
う
、
参
勤
交
代
を
行
う
旗
本
で
あ
っ
た
。『
朽
木
村
史
』
に
は
、
周
綱
は
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
参
勤
交
代
を
免
除
さ
れ
る
「
定
府
」
を
命
じ
ら
れ
、
一
度
も
朽
木
を
訪
れ
な
か
っ
た
殿
様
と
記
さ
れ
て
い
る
。
正
確
に
は
家
督
相
続
前
で
は
あ
る
が
、
朽
木
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
五
月
三
日
に
は
、
本
堅
田
村
の
貞
津
の
も
と
に
眼
病
人
が
滞
在
し
て
い
た
。
郡
奉
行
所
へ
の
届
け
が
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
以
後
は
他
所
か
ら
来
た
も
の
を
届
け
出
る
よ
う
に
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
他
所
か
ら
本
堅
田
に
滞
在
す
る
者
の
届
が
多
く
出
さ
れ
て
お
り
、
厳
格
な
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
貞
津
の
も
と
に
は
、
京
都
や
近
江
国
内
か
ら
何
度
か
眼
病
人
が
訪
れ
て
お
り
、
貞
津
が
近
隣
に
よ
く
知
ら
れ
た
眼
医
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
六
月
一
〇
日
に
は
、
堀
田
正
高
子
・
勝
之
助
が
五
月
二
八
日
に
江
戸
で
死
去
し
た
こ
と
が
触
れ
ら
（
３
）
れ
、
六
月
一
〇
日
か
ら
一
六
日
ま
で
鳴
物
・
普
請
が
停
止
さ
れ
た
。
宝
永
五
年
は
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
七
月
二
日
に
は
大
風
が
あ
り
、
翌
三
日
に
は
崩
れ
た
家
の
書
上
が
郡
奉
行
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
本
堅
田
村
で
は
七
〇
軒
の
家
が
壊
れ
、
家
の
所
有
者
と
被
害
状
況
（
全
壊
か
半
壊
か
）
の
一
覧
が
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
宝
永
五
年
は
生
類
憐
れ
み
の
令
が
出
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
類
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
が
随
所
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
法
令
に
対
す
る
地
域
に
お
け
る
具
体
的
な
対
応
が
分
か
り
、
興
味
深
い
。
（
東
谷
智
）
二
本
堅
田
村
の
組
織
と
運
営
に
つ
い
て
本
堅
田
村
の
組
織
と
運
営
に
つ
い
て
、
現
状
で
判
明
し
て
い
る
点
を
宝
永
五
年
の
「
留
帳
」
を
素
材
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
史
料
翻
刻
『
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
』（
六
）
宝
永
五
年
東
谷
智
・
鎌
谷
か
お
る
・
栗
生
春
実
・
郡
山
志
保
高
橋
大
樹
・
水
本
邦
彦
・
山
本
晃
子
（二一）
町
と
年
寄
・
組
頭
前
代
に
北
ノ
切
（
宮
ノ
切
）、
東
ノ
切
、
西
ノ
切
か
ら
構
成
さ
れ
た
本
堅
田
村
は
、
十
八
世
紀
初
頭
の
こ
の
時
期
に
は
、
一
〇
の
ま
と
ま
り
（
仮
に
「
町
」
と
呼
ぶ
）
の
集
合
体
へ
と
展
開
し
て
い
た
。
陣
屋
の
通
達
に
対
す
る
請
書
に
、
そ
の
う
ち
の
九
町
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
閏
一
月
六
日
、
以
下
「
閏
一
月
六
日
の
請
書
」
と
記
す
）。
大
道
町
、
中
村
、
東
ノ
切
、
宮
ノ
切
、
野
々
内
町
、
外
輪
町
、
東
猟
師
、
釣
猟
師
、
西
ノ
切
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
は
見
え
な
い
が
、
ほ
か
に
村
内
の
一
単
位
と
し
て
陰
陽
村
が
あ
っ
（
４
）
た
。
各
町
に
は
町
内
運
営
を
取
り
仕
切
る
役
職
と
し
て
年
寄
な
い
し
は
年
寄
・
組
頭
が
選
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
九
町
の
年
寄
惣
数
は
二
四
名
、
組
頭
三
名
で
あ
っ
た
。
各
町
の
年
寄
数
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
宮
ノ
切
五
人
、
中
村
四
人
な
ど
に
対
し
て
、
大
道
・
東
猟
師
は
各
一
名
で
あ
る
な
ど
。
ま
た
組
頭
を
持
つ
町
は
三
町
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
年
寄
の
中
か
ら
二
名
が
選
出
さ
れ
、
庄
屋
と
共
に
本
堅
田
村
全
体
の
村
政
を
担
っ
た
（「
仮
に
「
村
年
寄
」
と
呼
ぶ
）。
判
明
す
る
宝
永
五
年
の
村
年
寄
は
、
五
月
・
七
月
は
二
郎
左
衛
門
（
中
村
か
宮
ノ
切
）・
彦
右
衛
門
（
宮
ノ
切
）、
六
月＝
勘
兵
衛
（
大
道
）・
徳
左
衛
門
（
野
々
内
）、
九
月＝
善
右
衛
門
（
東
ノ
切
）・
二
郎
左
衛
門
（
中
村
か
宮
ノ
切
）
で
あ
る
。
町
内
の
小
町
「
閏
一
月
六
日
の
請
書
」
に
見
え
る
九
町
と
は
別
の
町
名
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
小
東
町
、
大
中
村
、
東
野
ノ
内
、
東
宮
、
西
宮
町
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
各
町
の
一
部
分
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
（
仮
に
「
小
町
」
と
呼
ぶ
）。
小
東
町
は
東
ノ
切
の
中
の
小
町
、
大
中
村
は
中
村
の
中
の
小
町
で
あ
り
、
同
様
に
東
野
ノ
内
は
野
々
内
町
の
小
町
、
東
宮
・
西
宮
は
宮
ノ
切
の
小
町
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
五
月
六
日
の
届
書
で
東
野
ノ
内
年
寄
と
し
て
登
場
す
る
清
六
が
、
「
閏
一
月
六
日
の
請
書
」
で
は
野
々
内
町
の
年
寄
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
こ
と
や
、
五
月
に
出
さ
れ
た
願
書
で
、
東
宮
町
年
寄
と
し
て
署
名
し
て
い
る
吉
右
衛
門
が
、
同
じ
く
「
閏
一
月
六
日
の
請
書
」
で
は
宮
ノ
切
年
寄
の
一
員
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
十
町
は
各
々
複
数
の
小
町
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
各
町
の
年
寄
は
じ
つ
は
各
小
町
の
年
寄
の
集
合
体
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
全
容
は
宝
永
五
年
留
帳
か
ら
の
み
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
後
年
次
の
留
帳
類
か
ら
の
事
例
収
集
の
う
え
で
、
改
め
て
考
察
し
た
い
。
庄
屋堅
田
村
の
庄
屋
は
四
人
お
り
、
二
人
ず
つ
交
代
で
勤
め
て
い
た
。
こ
の
年
の
当
番
庄
屋
は
一
月
～
二
月
は
（
辻
）
八
郎
兵
衛
と
（
木
村
）
喜
兵
衛
、
三
月
は
未
確
認
、
四
月
～
九
月
は
（
藤
田
）
安
兵
衛
と
（
竹
内
）
茂
兵
衛
（
八
月
は
未
確
認
）、
十
月
～
十
一
月
は
安
兵
衛
と
喜
兵
衛
、
十
二
月
は
八
郎
兵
衛
と
喜
兵
衛
で
あ
っ
た
。
四
人
庄
屋
の
一
人
安
兵
衛
は
閏
正
月
六
日
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
前
年
ま
で
庄
屋
で
あ
っ
た
市
兵
衛
の
後
任
と
見
ら
れ
（
５
）
る
。
九
月
二
二
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
四
人
庄
屋
の
う
ち
の
一
人
茂
兵
衛
が
「
御
奉
公
」
に
召
し
出
さ
れ
た
た
め
、
後
任
と
し
て
（
中
村
）
権
右
衛
門
が
陣
屋
御
用
所
で
任
命
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
来
年
三
月
ま
で
は
茂
兵
衛
の
跡
役
は
喜
兵
衛
が
勤
め
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
茂
兵
衛
の
「
御
奉
公
」
と
は
、「
斧
三
郎
様
」
の
御
付
（
養
育
係
）
と
し
て
の
出
仕
で
あ
（
６
）
る
。
通
常
の
村
行
政
は
当
番
庄
屋
二
人
が
村
年
寄
二
人
の
補
佐
の
も
と
に
勤
め
る
が
、
公
儀
触
れ
の
請
書
な
ど
重
要
問
題
に
は
非
番
の
庄
屋
も
連
署
す
る
。
宝
永
五
年
で
は
、
正
月
二
十
四
日
の
御
用
船
調
達
に
関
す
る
口
上
書
に
、
当
番
二
人
に
加
え
て
非
番
の
茂
兵
衛
も
署
名
し
て
い
る
。
ま
た
九
月
に
発
せ
ら
れ
た
公
儀
の
酒
造
制
限
令
に
対
し
て
は
、
喜
兵
衛
、
安
兵
衛
、
八
郎
兵
衛
、
権
右
衛
門
の
四
人
全
員
が
署
名
し
、
さ
ら
に
十
月
、
十
一
月
の
酒
株
譲
渡
に
つ
い
て
の
願
書
に
は
、
添
え
書
き
に
非
番
の
八
郎
兵
衛
、
権
右
衛
門
も
署
名
に
加
わ
っ
て
い
る
。
（
水
本
邦
彦
）
【
注
】
（
１
）
東
谷
智
・
鎌
谷
か
お
る
・
栗
生
春
実
・
郡
山
志
保
・
高
橋
大
樹
・
水
本
邦
彦
・
山
本
晃
子
「
史
料
翻
刻
『
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
』（
一
）
―
元
禄
一
三
年
―
」（『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
編
一
六
四
号
、
二
〇
一
四
）。
そ
の
後
、
東
谷
ら
七
名
で
『
留
帳
』
の
史
料
翻
刻
を
行
い
、
元
禄
一
四
年
を
『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
編
一
六
五
号
、
二
〇
一
五
、
宝
永
元
年
を
『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
編
一
六
六
号
、
宝
永
三
年
を
『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
編
一
六
八
号
、
宝
永
四
年
を
『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
編
一
七
〇
号
に
発
表
し
た
。
以
下
前
稿
と
呼
ぶ
。
な
お
翻
刻
は
以
下
の
方
針
で
行
っ
た
、原
則
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
、原
変
体
仮
名
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
が
、
而
、
茂
な
ど
書
か
れ
て
い
る
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
も
あ
る
。
、注
記
、
傍
注
な
ど
を
適
宜
加
え
た
。
（
２
）
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
七
（
一
九
六
五
）、
お
よ
び
『
朽
木
村
史
』
史
料
編
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
。
（二二）甲南大學紀要 文学編 第171号 （2021年３月） 歴史文化学科
（
３
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
死
去
の
年
月
日
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
（
４
）
陰
陽
村
に
つ
い
て
は
高
橋
大
樹
「
近
世
本
堅
田
陰
陽
村
再
考
」『
中
近
世
の
被
差
別
民
像
非
人
・
河
原
者
・
散
所
』
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
を
参
照
。
（
５
）
「
宝
永
四
年
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
五
月
二
四
日
条
に
、
庄
屋
八
郎
兵
衛
、
喜
兵
衛
、
市
兵
衛
、
茂
兵
衛
と
あ
る
（
前
稿
）
。
（
６
）
斧
三
郎
は
元
禄
一
七
年
（
一
七
〇
四
）
に
本
堅
田
村
で
出
生
し
た
、
後
の
二
代
藩
主
堀
田
正
峯
で
あ
る
。
院
号
は
豊
松
院
。
【
謝
辞
】
伊
豆
神
社
宮
司
平
野
修
保
氏
、
責
任
役
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
本
研
究
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
に
は
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
（二三） 東谷智・鎌谷かおる・栗生春実・郡山志保・高橋大樹・水本邦彦・山本晃子：『本堅田村諸色留帳』（六）……
【
翻
刻
】
（
表
紙
、
白
紙
）
（
本
文
）
、御
錺
松
三
錺
両
在
地
へ
申
遣
ス
五
階
長
サ
二
間
、
男
松
女
松
取
合
、同
拾
錺
高
サ
壱
丈
余
り
成
ヲ
四
錺
ハ
両
在
地
へ
内
申
遣
六
錺
ハ
谷
口
へ
申
遣
御
年
徳
店
何
や
か
や
、三
階
ノ
小
松
六
本
衣
川
村
へ
申
遣
ス
高
サ
三
尺
余
り
、
女
男
松
取
合
、
去
年
ノ
通
御
具
足
ノ
錺
、三
階
ノ
小
松
弐
本
衣
川
村
へ
申
遣
長
サ
三
尺
四
五
寸
斗
、
女
松
男
松
取
合
、
去
年
ノ
通
、三
階
ノ
小
松
四
本
衣
川
村
へ
申
遣
高
サ
三
尺
余
り
成
ヲ
、根
引
小
松
廿
五
本
衣
川
村
へ
申
遣
高
サ
六
七
寸

壱
尺
迄
、
男
松
女
松
取
ま
セ
て
、松
杭
弐
拾
本
衣
川
村
□
申
遣
ス
長
サ
壱
間
余
り
、
末
口
二
寸
三
ふ
斗
、葉
付
竹
五
拾
七
本
谷
口
村
へ
申
遣
ス
内
三
寸
四
寸
五
十
本
五
六
寸
廻
り
七
本
、ほ
な
か
弐
俵
両
在
地
村
へ
申
遣
、ゆ
つ
り
葉
弐
俵
葛
川
へ
申
遣
ス
、や
ふ
か
う
し
壱
把
谷
口
へ
申
遣
〆
右
之
通
当
月
廿
七
日
迄
ニ
御
越
可
有
之
候
、
以
上
堅
田
両
庄
や

亥
十
二
月
廿
一
日
右
村
々
庄
屋
中
へ
□
、子
ノ
正
月
十
日
ニ
、
御
用
所
へ
八
郎
兵
衛
・
喜
兵
衛
・
釣
ノ
三
郎
右
衛
門
・
舟
指
伝
兵
衛
・
釣
猟
師
舟
持
六
兵
衛
召
寄
ら
れ
被
仰
付
候
ハ
、
旧
冬
佐
治
内
蔵
助
殿
上
津
之
節
、
取
舟
壱
艘
被
仰
付
候
処
、
舟
殊
外
遅
々
致
、
日
暮
迄
御
待
候
へ
共
舟
出
シ
不
申
候
ニ
付
、
外
ノ
舟
ヲ
御
や
と
ひ
内
蔵
介
殿
ハ
早
々
上
津
被
申
候
、
何
と
て
御
急
用
ノ
舟
ヲ
遅
々
為
致
候
哉
、
殊
ニ
左
様
誤
共
仕
出
し
、
奉
行
衆
へ
も
断
も
無
之
居
申
候
段
不
届
ケ
之
至
ニ
有
之
候
、
先
々
伝
兵
衛
・
六
兵
衛
儀
家
業
ヲ
止
追
込
置
申
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
事
、
則
今
日

両
人
共
ニ
追
込
置
申
候
事
、
三
郎
右
衛
門
ニ
ハ
当
八
日
之
晩
大
津

太
右
衛
門
殿
御
下
り
之
節
、
舟
頭
忠
四
郎
と
申
者
召
つ
れ
出
申
候
様
ニ
と
被
仰
候
へ
共
、
忠
四
郎
儀
又
々
旅
人
の
セ
田
舎
へ
参
候
ニ
付
、
早
々
よ
ひ
ニ
遣
申
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
事
、両
庄
や
西
ノ
切
弥
十
郎
・
吉
郎
兵
衛
・
三
郎
右
衛
門
ニ
被
仰
渡
候
ハ
、
近
キ
頃
段
々
見
な
れ
さ
る
犬
共
大
分
ニ
ふ
へ
申
候
而
、
何
方
へ
成
共
返
し
可
申
候
、
無
左
候
ハ
ヽ
銘
々
ニ
た
へ
物
成
共
こ
し
ら
へ
妨
ニ
相
成
不
申
様
ニ
可
仕
候
、
若
往
来
の
者
妨
有
之
時
ハ
、
天
下
一
度
に
犬
悪
敷
被
仕
様
ニ
と
の
御
儀
故
、
殊
ニ

江
戸
沙
汰
ニ
可
相
成
事
も
し
れ
不
申
候
、
向
後
犬
ヲ
飼
申
儀
無
用
此
中
段
々
ニ
ふ
へ
申
候
間
、
先
々
へ
相
返
シ
可
申
候
、
国
々
急
度
町
々
年
寄
共
へ
申
渡
可
申
候
、
無
油
断
相
と
ら
へ
元
之
里
々
へ
返
し
可
下
由
、
急
度
被
仰
付
候
事
、
則
八
郎
兵
衛
方
ニ
て
町
々
年
寄
呼
よ
せ
申
渡
シ
候
事
正
月
十
日
口
上
書
ヲ
以
御
願
申
上
候
、外
輪
町
ノ
内
ニ
御
座
候
借
家
弐
軒
、
私
屋
敷
之
内
へ
引
取
借
や
ニ
仕
度
候
故
御
願
申
上
候
、
以
上
外
川
丁
宝
永
五
年
子
正
月
十
六
日
随
休
印
本
堅
田
村御
庄
や
中
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
奉
願
候
通
被
為
仰
付
被
下
候
様
ニ
奉
願
上
候
、
以
上
本
堅
田
村
庄
や
八
郎
兵
衛
キ
兵
衛
子
正
月
十
七
日
高
田
仁
右
衛
門
殿
亀
田
伝
右
衛
門
殿
覚
（
周
綱
）
、朽
木
主
水
様
御
国
へ
御
通
り
ニ
付
道
筋
掃
除
之
町
々
、衣
川
渡
り
瀬

大
師
石
札
迄
大
道
町
、大
師
札

河
原
田
迄
二
丁
中
村
丁
、野
々
内
口

北
へ
壱
町
東
ノ
切
丁
、薬
田

新
川
迄
宮
ノ
切
丁
、新
川

う
き
田
迄
三
町
の
ゝ
内
丁
、ふ
た
ま
せ
笠
原
桜
迄
三
町
外
輪
丁
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子
正
月
廿
日
朝
八
つ
立
ニ
て
大
津

御
発
駕
、
北
へ
御
通
り
、
庄
や
・
年
寄
出
向
申
候
事
、
仁
右
衛
門
様

被
仰
付
候
、
朝
六
つ
ニ
た
ゝ
ら
き
ノ
頭
ニ
て
も
御
目
見
へ
相
済
、
首
尾
能
帰
申
候
事
又
々
伝
右
衛
門
様

御
呼
ニ
参
、
右
之
様
子
具
ニ
御
尋
申
上
候
事
、田
中
文
内
儀
、
郡
方
ニ
被
仰
付
候
間
村
々
左
様
ニ
可
被
相
心
得
候
、
其
為
如
此
ニ
候
、
以
上
子
正
月
十
九
日
高
田
仁
右
衛
門
印
御
下
中
三
通
ニ
て
廻
ル
此
廻
状
留
り
之
村

可
相
返
候
、
以
上
次
手
ニ
廻
状
返
シ
可
被
申
候
、例
年
之
通
、
宗
門
帳
随
分
入
念
可
被
差
越
候
、
来
ル
二
月
十
五
日
迄
ニ
無
相
違
差
越
可
被
申
候
、
以
上
正
月
廿
二
日
木
村
藤
介
本
堅
田
初
御
下
中
三
通
ニ
而
廻
ル
次
手
ニ
廻
状
返
し
可
被
申
候
、例
年
之
通
、
川
除
御
（
普
）

請
目
録
随
分
入
念
致
内
見
、
来
正
月
■
■
ニ
差
越
可
被
申
候
、
已
上
正
月
廿
二
日
木
村
藤
助
本
堅
田
初
衣
川
・
沢
村
・
中
村
・
普
門
・
大
野
村
へ
、銀
百
弐
拾
三
貫
六
百
三
匁
弐
分
也
右
之
銀
子
者
当
亥
之
御
物
成
ヲ
以
、
仕
送
方
佐
治
内
蔵
助
方
江
、
此
方

可
令
返
済
者
也
宝
永
四
丁
亥
年
正
月
亀
田
伝
右
衛
門
印
高
田
仁
右
衛
門
印
有
坂
政
右
衛
門
印
大
嶋
玄
蕃
印
滋
賀
両
郡
庄
屋
中
高
嶋
右
之
御
手
形
壱
通
、
子
正
月
廿
三
日
木
村
藤
助
様
へ
御
返
済
仕
候
、
為
其
印
置
申
候
事
口
上
書
ヲ
以
申
上
候
、今
度
御
用
舟
之
儀
、
遅
々
仕
不
調
法
迷
惑
ニ
奉
存
候
ニ
付
、
舟
道
・
両
猟
師
年
寄
立
会
相
談
仕
候
処
ニ
、
向
後
庄
屋
方

舟
道
・
両
猟
師
年
寄
方
へ
御
用
之
時
節
被
仰
付
次
第
切
手
ヲ
以
申
付
候
様
ニ
仕
候
ハ
ヽ
、
無
相
違
御
用
相
勤
り
可
申
様
ニ
奉
存
候
間
、
左
様
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
、
伝
兵
衛
并
舟
頭
六
兵
衛
不
調
法
仕
候
義
も
御
赦
免
被
為
仰
付
被
下
候
者
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
本
堅
田
庄
屋
八
郎
兵
衛
喜
兵
衛
茂
兵
衛
舟
道
年
寄忠
右
衛
門
十
兵
衛
九
右
衛
門
又
右
衛
門
宝
永
五
年
子
正
月
廿
四
日
西
ノ
切
年
寄
弥
十
郎
吉
兵
衛
釣
猟
師
年
寄
太
兵
衛
三
郎
右
衛
門
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
、舟
指
伝
兵
衛
并
舟
頭
六
兵
衛
儀
、
正
月
廿
六
日
夜
御
赦
免
被
仰
付
候
事
、朽
木
主
水
様
、
又
々
江
戸
へ
御
通
り
、
堅
田
表
海
道
筋
掃
除
被
仰
付
ニ
て
、
八
郎
兵
衛
・
キ
兵
衛
・
徳
左
衛
門
・
勘
兵
衛
大
海
道
首
尾
能
御
目
見
へ
相
済
、
則
文
内
様
へ
其
段
申
上
、
又
々
伝
右
衛
門
様
へ
も
申
上
ニ
参
候
処
、
御
留
守
故
文
内
様
ヲ
頼
申
置
皆
々
帰
り
申
候
事
正
月
廿
六
日
朝
六
つ
過

出
、
昼
過
迄
ニ
帰
ル
、御
運
上
付
ノ
艜
ノ
内
本
堅
田
村
徳
左
衛
門
舟
古
ク
相
成
、
ち
い
さ
く
造
り
直
シ
申
度
奉
存
、
御
極
印
差
上
申
候
野
々
内
徳
左
衛
門
子
正
月
廿
八
日
ニ
大
津
へ
上
ス
□
、
御
極
印
持
参
被
申
候
覚
、火
之
用
心
之
事
附
り
、
番
所
に
莚
な
と
懸
ケ
居
申
間
敷
事
、風
吹
之
時
分
ハ
昼
夜
ニ
不
限
、
町
々
ニ
而
年
寄
相
廻
り
可
申
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事
、博
奕
少
シ
之
勝
負
た
り
と
も
、
一
切
仕
間
敷
事
右
之
通
今
日
被
為
仰
付
間
、
累
年
之
通
と
ハ
乍
申
別
而
被
入
御
念
候
間
致
承
知
、
風
吹
之
時
分
ハ
昼
夜
ニ
不
限
借
家
裏
屋
迄







相
廻
り
急
度
可
申
付
候
事
相
廻
可
申
付
候
事
宝
永
五
年
大
道
町
子
閏
正
月
六
日
市
郎
兵
衛
()印
同
組
頭五
兵
衛
()印
中
村
年
寄
次
郎
左
衛
門
()印
五
郎
右
衛
門
()印
又
十
郎
()印
九
右
衛
門
()印
同
組
頭善
兵
衛
()印
東
ノ
切
年
寄
与
左
衛
門
()印
甚
右
衛
門
()印
次
郎
左
衛
門
()印
宮
ノ
切
町
組
頭
安
兵
衛
()印
宮
ノ
切
年
寄
伊
兵
衛
彦
右
衛
門
()印
五
郎
兵
衛
()印
吉
右
衛
門
()印
野
々
内
町
年
寄
助
右
衛
門
()印
清
六
()印
孫
左
衛
門
()印
宮
ノ
切
組
頭
作
右
衛
門
()印
同
町
年
寄
三
郎
左
衛
門
()印
外
輪
町
組
頭
孫
左
衛
門
()印
外
輪
町
年
寄
勘
左
衛
門
()印
弐
郎
兵
衛
()印
釣
猟
師
年
寄
三
郎
右
衛
門
()印
太
兵
衛
()印
西
ノ
切
町
年
寄
弥
十
郎
()印
吉
郎
兵
衛
()印
東
猟
師
年
寄
四
郎
右
衛
門
()印
庄
屋
中
年
寄
、閏
正
月
六
日
、
藤
田
安
兵
衛
庄
屋
役
被
仰
付
也
木
挽
職
作
事
之
覚事
、御
所
方
并
御
城
内
御
公
用
之
節
者
、
不
限
昼
夜
早
速
罷
出
相
勤
、
少
も
油
断
仕
間
敷
候
、
勿
論
何
事
ニ
而
茂
御
公
儀
御
法
度
急
度
相
守
可
申
事
、職
法
之
儀
ニ
付
申
分
有
之
候
ハ
ヽ
、
坂
本
年
寄
中
迄
相
届
ケ
可
申
候
、
様
子
聞
届
ケ
、
木
（
職
）
■
挽
職
作
法
之
通
ニ
可
申
渡
候
、
其
上
ニ
而
品
ニ
よ
り
中
村
虎
助
殿
可
被
成
御
料
簡
■
事
、材
木
屋
或
寺
方
・
町
方
へ
細
工
ニ
参
、
万
端
我
侭
成
儀
仕
間
敷
候
、
勿
論
木
挽
中
間
ニ
而
余
人
之
者
共
細
工
仕
掛
置
候
を
、
聊
之
儀
ニ
而
茂
セ
り
落
不
届
成
我
侭
之
（
働
）
動
少
茂
仕
間
敷
事
、他
之
組
之
木
挽
当
組
之
在
々
へ
細
工
ニ
参
候
ハ
ヽ
、
其
所
々
之
木
挽
江
相
断
、
十
日
廿
日
之
儀
者
相
対
ニ
仕
、
壱
ケ
月
或


半
年
壱
年
及
候
ハ
ヽ
、
酒
代
相
応
ニ
相
対
ケ
対
可
申
事
、他
之
組
之
者
当
組
之
在
々
江
参
、
致
住
居
木
挽
職
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
当
組
下
江
入
、
中
ケ
間
之
作
法
相
守
候
様
ニ
可
仕
候
事
、向
後
銘
々
ニ
弟
子
取
候
ハ
ヽ
、
坂
本
年
寄
中
江
相
届
ケ
、
中
ケ
間
之
組
帳
ニ
名
書
付
可
申
候
、
若
不
届
ニ
而
外
よ
り
相
聞
候
ハ
ヽ
、
其
師
弟
共
ニ
木
挽
職
作
法
之
通
（
越
）
趣
度
可
申
渡
事
、年
頭
・
八
朔
之
為
御
祝
儀
、
京
都
御
頭
中
江
ハ
坂
本
よ
り
相
勤
候
間
、
其
処

ハ
坂
本
年
寄
中
江
可
被
相
勤
事
右
之
趣
大
鋸
・
木
挽
組
中
能
々
相
守
、
向
後
職
法
之
儀
ニ
付
申
分
無
之
様
互
ニ
相
た
し
な
ミ
可
申
候
、
若
違
背
ニ
及
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
中
村
虎
助
殿

御
作
法
之
通
ニ
可
被
仰
付
候
間
、
何
茂
其
分
可
被
相
心
得
候
、
仍
而
如
件
坂
本
木
挽
宝
永
五
戊
子
閏
正
月
日
年
寄
中
印
堅
田
組
木
挽
小
頭勘
兵
衛
同
断
平
左
衛
門
木
挽
中
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右
本
紙
藤
助
殿
ニ
進
候
処
、
郡
方
方
様
へ
御
見
可
被
成
由
御
答
被
成
候
右
書
付
者
、
五
畿
内
・
江
州
六
ケ
国
大
鋸
・
（
杣
）
仙
・
木
挽
中
間
之
（
正
知
）
作
法
、
従
中
井
主
水
正
殿
被
申
渡
候
趣
如
此
ニ
候
、
滋
賀
郡
中
之
木
挽
ハ
坂
本
木
挽
年
寄

相
改
、
御
公
用
相
勤
可
申
儀
ニ
候
間
、
諸
事
申
合
出
入
無
之
様
、
件
之
趣
相
守
可
被
申
候
、
以
上
子
二
月
日
中
村
虎
助
判
江
州
滋
賀
郡
木
挽
中
間
之
内
堅
田
組木
挽
中
川
御
普
請
目
録
下
浜
入
、し
か
ら
み
七
間
下
浜
入
・
上
浜
入
、堤
笠
置
百
弐
拾
間
上
浜
入
、し
か
ら
み
拾
弐
間
野
入
、蛇
籠
弐
拾
間
但
弐
つ
ニ
而
川
中
、堤
笠
置
五
拾
間
う
し
て
、蛇
籠
弐
拾
弐
間
但
三
つ
ニ
而
北
井
戸
、蛇
籠
拾
八
間
同
所
、堤
笠
置
百
間
渡
り
瀬
、し
や
か
こ
弐
拾
間
但
三
つ
ニ
而
か
う
水
、し
ゃ
か
こ
六
間
但
二
つ
ニ
て
鳥
居
ま
へ
、し
ゃ
か
こ
四
十
二
間
但
八
つ
ニ
て
み
と
南
か
わ
、し
か
ら
み
三
拾
間
但
五
ケ
所
ニ
而
同
所
北
か
わ
、同
八
間
但
三
ケ
所
ニ
而
は
か
ま
南
か
わ
、同
拾
六
間
但
二
ケ
所
ニ
て
同
所
北
か
わ
、同
拾
六
間
但
三
ケ
所
ニ
て
し
ゃ
か
こ
〆
百
弐
拾
間
但
拾
八
ニ
而
し
か
ら
み
〆
八
拾
九
間
但
し
拾
四
ケ
所
ニ
て
笠
置
〆
弐
百
七
拾
間
右
者
当
子
之
春
川
御
普
請
内
見
仕
目
録
差
上
申
候
、
猶
又
御
検
分
之
上
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
本
堅
田
村
庄
や
八
郎
兵
衛
宝
永
五
年
子
閏
正
月
き
兵
衛
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
右
之
外
蛇
籠
十
弐
間
、
ひ
し
は
ね
弐
間
堤
普
請
御
断
可
申
事
二
月
朔
日
字
川
中
、西
宮
孫
惣
ま
つ
ば
り
閏
正
月
廿
六
日

普
請
仕
候
、
本
田
ニ
罷
成
候
共
、
三
ケ
年
ノ
内
ハ
御
年
貢
御
赦
免
被
成
被
下
候
様
ニ
奉
頼
候
由
、
断
ニ
参
候
同、大
道
町
九
右
衛
門
よ
し
ノ
内
・
大
田
ノ
内
壱
反
歩
程
ほ
り
割
普
請
仕
候
、
御
年
貢
之
儀
何
と
そ
宜
様
ニ
被
成
被
下
候
様
ニ
と
願
参
候
事
一
丁
か
や
、彦
惣
田
早
下
作
上
ケ
申
候
□
、
と
川
佐
十
郎

相
断
申
候
事
、野
々
内
油
や
勘
兵
衛
か
し
や
浦
部
治
大
夫
殿
御
座
候
家
之
儀
、
何
と
そ
外
へ
御
や
ど
か
へ
被
下
候
様
ニ
御
願
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
可
忝
候
由
申
候
事
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
申
上
候
、私
所
持
之
内
字
よ
し
の
内
壱
反
五
畝
余
御
座
候
田
地
之
内
、
壱
反
歩
程
地
ひ
く
ニ
御
座
候
ニ
付
、
累
年
水
込
不
作
仕
候
、
依
之
当
春
之
内
ニ
普
請
仕
度
奉
存
候
候
、
畏
御
慈
悲
ニ
普
請
料
御
除
赦
被
成
被
下
候
様
ニ
御
願
被
仰
上
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
大
道
町
宝
永
五
年
子
二
月
九
右
衛
門
印
御
庄
屋
中
右
奉
願
上
候
通
相
違
無
御
座
候
、
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上
本
堅
田
庄
や
子
二
月
八
郎
兵
衛
キ
兵
衛
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
訴
訟
申
上
候
、私
義
宮
之
切
町
孫
左
衛
門
と
申
者
之
後
家
ニ
而
御
座
候
、
十
八
ケ
年
以
前
私
夫
孫
左
衛
門
存
生
之
内
、
田
地
壱
所
字
寺
田
と
申
所
、
代
銀
三
百
廿
七
匁
ニ
野
之
内
八
軒
町
助
右
衛
門
ニ
売
渡
し
申
候
、
此
田
地
之
儀
ハ
重
而
元
銀
相
立
取
戻
し
申
筈
ニ
相
極
メ
、
代
銀
纔
右
之
通
売
渡
し
、
返
り
手
形
証
文
ニ
請
人
野
々
内
町
平
左
衛
門
加
判
致
さ
セ
請
取
、
尓
今
所
持
仕
罷
有
候
、
然
ハ
此
度
私
弟
上
仰
木
村
ニ
罷
有
候
、
此
度
取
戻
し
く
れ
可
申
と
申
ニ
付
、
其
断
申
入
候
へ
共
、
一
円
同
心
無
之
候
故
、
度
々
申
遣
終
承
引
無
之
、
何
共
迷
惑
至
極
奉
存
候
、
乍
恐
御
訴
訟
申
上
候
、
畏
御
慈
悲
ヲ
以
助
右
衛
門
被
為
召
出
被
下
、
返
り
手
形
証
文
之
通
元
銀
相
立
、
田
地
取
戻
し
申
様
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
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訴
訟
人
宮
ノ
切
町
宝
永
五
年
子
二
月
孫
左
衛
門
後
家
印
弟
上
仰
木
村
五
郎
左
衛
門
印
御
奉
行
様
本
元
返
手
形
之
事
字
寺
田
ニ
在
之
、上
田
壱
ケ
所
分
米
壱
石
三
斗
六
升
右
之
田
地
銀
子
三
百
弐
拾
七
匁
ニ
買
取
申
候
、
何
時
成
共
右
之
三
百
廿
七
匁
銀
子
返
進
候
ハ
ヽ
、
貴
殿

被
渡
売
券
状
共
ニ
相
添
、
右
之
田
地
返
し
可
申
候
、
為
後
日
返
り
手
形
、
仍
如
件
買
主
元
禄
四
年
介
右
衛
門
印
未
五
月
日
証
人
宮
ノ
切
平
左
衛
門
印
孫
左
衛
門
殿
右
之
出
入
い
か
ヽ
と
相
談
之
上
、
後
家

銀
四
百
匁
八
軒
町
清
兵
衛
へ
渡
シ
、
兄
助
右
衛
門

銀
弐
枚
清
兵
衛
へ
渡
ス
は
つ
ニ
て
双
方
共
ニ
得
心
被
申
、
無
出
入
相
済
申
候
事
、
寺
田
ノ
田
ハ
免
割
之
刻
切
や
り
仕
候
筈
ニ
相
究
申
候
子
二
月
十
一
日
ニ
首
尾
能
相
済
申
候
事
済
状
八
郎
兵
衛
方
ニ
て
致
申
候
御
詮
儀
之
儀
在
之
候
間
、
大
道
町
肴
売
伊
兵
衛
并
年
寄
市
郎
兵
衛
・
勘
兵
衛
・
右
伊
兵
衛
五
人
組
之
者
召
連
、
只
今
御
陣
屋
■
可
被
参
候
、
以
上
二
月
十
七
日
高
田
仁
右
衛
門
八
郎
兵
衛
殿
喜
兵
衛
殿
年
番
年
寄
も
同
道
可
被
申
候
、
以
上
右
之
者
共
十
七
日
ニ
早
速
召
連
罷
出
候
所
ニ
、
伊
兵
衛
儀
籠
（
舎
）
者
ニ
被
為
仰
付
候
事
、
籠
之
番
ノ
義
昼
壱
人
・
夜
壱
人
宛
堅
ク
相
勤
申
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
事
、
妻
子
之
義
大
道
町
中
と
し
て
不
飢
様
ニ
育
可
申
と
被
仰
付
候
事
、
火
ノ
用
心
五
人
組
・
両
隣
堅
可
申
付
候
由
被
仰
付
候
事
二
月
十
七
日
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
仕
候
、私
所
持
之
内
字
六
反
田
九
畝
廿
四
歩
之
処
、
地
ひ
く
ニ
御
座
候
ニ
付
、
累
年
水
込
不
作
仕
候
故
、
当
春
之
内
ニ
普
請
仕
度
奉
存
候
、
依
之
御
断
申
上
候
、
右
之
通
宜
様
ニ
被
為
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
小
東
町
宝
永
五
年
子
二
月
十
八
日
次
郎
左
衛
門
御
庄
屋
中
右
願
書
十
八
日
ニ
木
村
藤
様
へ
差
上
ケ
申
候
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
訴
訟
申
上
候
、私
義
釣
猟
師
茂
左
衛
門
と
申
者
ニ
御
座
候
、
先
以
私
世
伜
当
月
十
四
日
ニ
、
同
村
彦
壱
と
申
者
之
菜
種
之
花
ヲ
弐
本
折
取
申
由
ニ
而
、
世
伜
ヲ
散
々
打
擲
致
シ
申
ニ
付
、
驚
入
罷
出
、
子
共
之
事
ニ
候
儘
堪
忍
致
給
□
□
侘
言
仕
候
へ
共
、
且
而
聞
入
も
無
之
、
又
私
ニ
取
掛
り
引
た
お
し
、
半
狂
之
躰
ニ
打
擲
仕
、
然
処
江
町
之
年
寄
□
出
会
漸
引
の
け
申
候
、
其
節
彦
市
方

申
越
候
ハ
、
折
取
申
菜
種
之
年
貢
仕
候
様
ニ
人
ヲ
以
申
越
候
ニ
付
、
私
方

申
遣
候
ハ
、
村
中
見
分
之
上
、
御
年
貢
ハ
成
ほ
と
相
応
ニ
可
致
候
、
半
死
之
躰
ニ
痛
申
儀
ニ
候
へ
ハ
、
其
賄
被
申
様
ニ
達
而
申
渡
置
申
候
、
依
之
当
分
打
身
之
薬
用
申
候
へ
共
、
段
々
身
之
痛
重
ク
罷
成
候
故
医
師
玄
悦
殿
并
寿
全
殿
両
人
之
御
療
治
様
々
被
成
下
候
へ
共
、
少
も
快
気
無
御
座
、
何
共
迷
惑
仕
候
、
誠
々
日
過
之
私
義
ニ
御
座
候
、
其
上
幼
年
之
世
忰
共
多
ク
所
持
候
処
、
既
か
つ
ゑ
ニ
及
申
儀
ニ
御
座
候
故
、
村
之
役
人
衆

彦
市
方
へ
被
申
渡
候
ハ
、
不
慮
之
儀
と
乍
申
、
か
様
ニ
打
擲
致
、
無
風
情
茂
□
□
ニ
医
者
賄
、
其
上
せ
か
れ
共
か
つ
ゑ
ニ
及
申
儀
ニ
候
侭
、
少
々
賄
方
ヲ
茂
致
申
様
ニ
被
申
渡
候
へ
共
、
□
□
役
人
衆
迄
ニ
様
々
之
悪
口
不
謂
我
侭
斗
申
何
共
迷
惑
至
極
ニ
奉
存
、
乍
恐
御
訴
訟
申
上
候
御
事
右
之
趣
ニ
御
座
候
、
幼
年
之
世
忰
共
飢
ニ
及
申
ニ
御
座
候
故
、
畏
御
慈
悲
ニ
被
為
聞
召
分
被
下
、
乍
恐
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
釣
猟
師
訴
訟
人
宝
永
五
年
子
二
月
茂
左
衛
門
印
同
弟
太
郎
左
衛
門
印
兄
御
奉
行
様
喜
右
衛
門
印
右
之
訴
状
既
可
被
仰
上
処
ニ
、
三
郎
右
衛
門
・
太
郎
兵
衛
挨
拶
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ニ
入
被
申
候
、
二
月
廿
三
日
ニ
埒
明
キ
、
双
方
共
□
入
相
済
申
候
事
、二
月
廿
六
日
御
用
金
弐
拾
両
被
仰
付
、
則
三
郎
右
衛
門
・
六
右
衛
門
・
勘
左
衛
門
・
孫
左
衛
門
・
孫
六
・
八
郎
兵
衛
・
助
右
衛
門
・
喜
兵
衛
・
安
兵
衛
・
清
十
郎
・
五
郎
兵
衛
・
吉
郎
兵
衛
・
清
六
・
庄
兵
衛
、
以
上
十
四
人
ニ
て
差
上
ケ
申
候
事
右
之
内
喜
兵
衛
儀
、
此
度
ハ
無
是
非
候
、
以
後
ハ
中
ケ
間
へ
も
断
可
申
入
候
事
、
二
月
晦
日
切
御
返
済
之
義
ハ
来
月
晦
日
迄
ノ
内
ニ
可
被
成
と
の
御
事
ニ
御
座
候
事
御
手
形
出
、
八
郎
兵
衛
預
り
被
申
候
、
右
十
四
人
ノ
内
、
十
三
人
ハ
壱
両
弐
歩
ツ
ヽ
喜
兵
衛
ハ
弐
歩
出
る
也
与
二
郎
・
与
七
給
分
ノ
留
、毎

ハ
京
升
米
壱
石
五
斗
此
小
升
壱
石
八
斗
内
七
斗
五
升
ハ
蔵
米
七
斗
五
升
ハ
町
々

集
ル
、麦
小
升
壱
石
五
斗
、
町
々

集
ル
二
口
〆
三
石
三
斗
ニ
成
ル
、米
小
升
弐
斗
子
二
月
廿
過
ニ
給
ル
、麦
小
升
壱
斗
同
断
四
口
〆
三
石
六
斗
ニ
成
ル
此
内米
弐
石
と
麦
壱
石
六
斗
也
右
小
兵
衛
暇
申
度
由
申
候
ニ
付
、
庄
屋
・
年
寄
相
談
之
上
、

此
麦
米
ニ
而
三
斗
新
季
ニ
改
増
ス
所
如
件
子
二
月
廿
七
日
極
ル
御
用
之
儀
有
之
候
間
、
明
朔
日
朝
五
つ
前
、
堅
田
へ
参
着
致
候
様
ニ
村
々
庄
屋
壱
人
ツ
ヽ
可
被
参
候
、
尤
年
番
之
年
寄
之
印
判
持
参
可
被
申
候
、
年
寄
同
道
ニ
ハ
及
不
申
候
、
以
上
、
二
月
晦
日
高
田
仁
右
衛
門
田
中
文
内
本
堅
田
初
、
沢
村
・
中
村
・
谷
口
・
普
門
村
・
大
野
村
・
衣
川
・
千
野
・
赤
塚
村
庄
屋
中
二
通
ニ
而
出
ル
田
地
質
入
預
り
申
銀
子
之
事
合
銀
百
六
拾
壱
貫
七
百
八
拾
六
匁
七
厘
右
者
面
々
村
々
年
々
致
困
窮
、
百
姓
共
相
続
難
仕
様
ニ
罷
成
、
及
難
儀
、
其
方
［
］
銘
々
村
々
ニ
而
田
地
百
五
拾
町
十
年
右
之
銀
高
御
預
被
下
、
慥
□
証
文
限
本
物
返
之
質
物
ニ
入
置
之

小
百
姓
ニ
至
迄
致
配
当
、
村
々
村
々
致
相
続
過
分
存
候
、
旱
損
・
水
損
、
其
外
い
か
様
之
指
支
出
来
候
と
も
当
十
月
切
無
滞
急
度
可
致
皆
済
候
、
万
一
少
ニ
而
も
於
相
滞
ハ
、
質
入
之
田
地
相
渡
し
可
申
候
、
右
質
入
百
五
拾
町
ノ
田
地
ハ
、上
田
廿
五
町
五
反
四
歩
本
堅
田
此
高
四
百
八
石
六
斗
四
升
壱
石
六
斗
代
此
通
廿
九
村
不
残
合
田
畑
百
五
拾
町
此
高
弐
千
弐
百
五
拾
弐
石
九
斗
八
升
右
於
村
々
其
外
御
望
之
田
地
町
高
無
相
違
急
度
相
渡
可
申
候
、
至
其
町
□
小
百
姓
共
違
乱
申
候
と
も
、
村
々
為
相
続
預
り
申
銀
子
之
質
物
ニ
入
置
候
田
地
之
儀
御
座
候
上
ハ
、
貴
殿
御
望
之
田
地
、
於
村
々
ニ
御
撰
取
可
被
成
候
、
其
時
一
言
之
御
断
不
申
面
々
急
度
埒
明
ケ
相
渡
可
申
候
、
拾
ケ
年
ノ
間
其
方
作
可
被
成
候
、
年
季
過
候
ハ
ヽ
、
右
元
銀
を
以
請
戻
シ
可
申
候
、
若
其
節
才
覚
不
罷
成
候
ハ
ヽ
、
本
銀
返
弁
申
迄
、
何
ケ
年
茂
其
方
作
可
被
成
候
、
為
後
日
田
地
質
入
銀
預
り
証
文
仍
如
件
年
号
村
々
庄
屋
年
寄
佐
治
内
蔵
介
殿
奥
書
一
札
右
之
通
、
村
々

十
年
切
田
地
百
五
拾
町
質
入
、
村
々
為
相
続
百
姓
共
へ
銀
百
六
拾
壱
貫
七
百
八
拾
六
匁
七
り
御
預
ケ
候
処
、
令
承
知
候
、
百
姓
共
前
書
之
通
、
当
十
月
急
度
返
弁
可
申
付
候
、
万
一
少
ニ
而
も
相
滞
ニ
お
い
て
ハ
、
村
々

質
入
之
田
地
急
度
為
相
渡
可
申
候
、
十
ケ
年
之
間
其
方
作
方
被
致
候
、
年
季
過
候
共
、
百
姓
共
請
戻
不
申
候
ハ
ヽ
、
何
ケ
年
も
作
可
被
致
し
候
、
其
小
作
被
致
候
内
ハ
、
今
年
迄
前
十
年
分
を
相
平
均
ニ
定
免
ニ
而
年
貢
収
納
可
有
之
候
、
仍
奥
書
如
件
田
中
文
内
佐
治
内
蔵
介
殿
高
田
仁
右
衛
門
有
坂
政
右
衛
門
大
嶋
玄
蕃
覚
、今
度
佐
治
内
蔵
介
殿
方
へ
、
御
下
中
共
廿
九
村

百
六
拾
壱
貫
七
百
八
十
六
匁
七
厘
、
右
之
為
質
物
田
畑
百
五
拾
町
、
此
高
弐
千
弐
百
五
拾
弐
石
九
斗
八
升
、
本
元
返
シ
之
証
文
ニ
書
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入
（
御
）
□
用
銀
ニ
差
上
申
候
、
右
之
内
当
村
へ
銀
弐
拾
七
貫
五
百
四
拾
弐
匁
弐
分
一
厘
相
当
り
、
右
質
物
田
地
上
田
弐
拾
五
町
五
反
四
畝
、［
］
百
八
石
六
斗
四
升
、
佐
治
内
蔵
介
殿
方
へ
何
茂
相
談
之
上
ニ
而
、
質
物
ニ
書
入
遣
し
候
、
然
上
ハ
重
而
殿
様

御
返
済
相
滞
候
共
、
当
小
百
姓
迄
不
残
無
違
背
銀
取
立
返
進
申
候
歟
、
又
ハ
右
割
符
之
通
、
田
地
場
所
内
蔵
介
殿
好
之
通
、
相
渡
し
可
申
候
、
為
後
日
組
頭
・
年
寄
印
形
如
此
ニ
御
座
候
、
已
上
、
子
三
月
朔
日
堅
田
村
中
町
々
組
頭
年
寄
不
残
印
形
い
た
し
申
、
外
ニ
手
形
御
座
候
事
覚
、銀
百
六
拾
壱
貫
七
百
八
拾
六
匁
七
厘
也
右
之
銀
子
為
御
用
、
村
々

預
り
候
処
実
正
也
、
当
十
月
中



ニ
御
物
成
米
代
ヲ
以
急
度
可
致
返
済
弁
可
申
候
、
万
一
御
所
替
有
之
候
共
、
少
も
無
相
違
可
令
返
済
候
、
仍
如
件
田
中
文
内
印
宝
永
五
年
子
三
月
高
田
仁
右
衛
門
印
有
坂
政
右
衛
門
印
大
嶋
玄
蕃
介
印
滋
賀
両
郡
廿
九
ヶ
村
高
嶋
庄
や
中








志
賀
両
郡
廿
九
ヶ
村





高
嶋
庄
や
中
右
小
川
市
兵
衛
へ
預
ヶ
申
候
御
口
上
ニ
而
御
用
所
ニ
お
い
て
被
仰
付
候
趣
当
四
月

十
文
ノ
大
銭
出
候
間
、
常
之
銭
へ
相
ま
ゼ
通
用
可
申
候
、
尤
金
一
両
ニ
銭
三
貫
九
百
（

脱
）
文
四
貫
文
ニ
通
用
可
申
候
、
右
之
通
御
公
儀
被
仰
付
候
条
、
其
旨
相
守
可
申
候
事
三
月
朔
日
覚
六
反
田
、上
田
壱
反
壱
畝
歩
右
之
田
地
ひ
く
ゝ
御
座
候
ゆ
へ
、
例
年
水
込
上
り
申
候
ニ
付
普
請
仕
候
、
為
御
断
如
此
御
さ
候
、
以
上
宝
永
五
年
大
中
村
子
三
月
四
日
三
郎
右
衛
門
印
御
庄
や
中
廻
状
ニ
而
申
遣
候
、
惣
而
行
衛
不
知
者
村
々
へ
参
候
共
、
宿
借
シ
申
間
敷
候
、
自
然
此
方
御
役
人
、
又
ハ
御
家
中
衆
之
名
ヲ
偽
、
徘
徊
仕
候
義
茂
可
有
之
候
間
、
一
円
取
合
申
間
敷
候
、
尤
御
用
有
之
郷
中
江
人
遣
候
共
、
此
方
共
両
人
之
添
状
印
判
無
之
候
ハ
ヽ
、
承
引
仕
間
敷
候
、
末
々
小
百
姓
迄
右
之
趣
可
被
申
聞
候
、
以
上
三
月
廿
一
日
田
中
文
内
印
高
田
仁
右
衛
門
印
本
堅
田

西
ヘ
一
通
、
谷
口

葛
川
迄
、
沢

高
嶋
迄
、
三
通
ニ
而
出
る
、御
用
ニ
有
之
候
間
、
藁
割
付
之
通
、
来
ル
八
日

九
日
迄
両
日
之
内
ニ
無
滞
指
越
可
被
申
候
、
尤
米
藁
ニ
而
も
小
麦
藁
ニ
（
得
脱
カ
）
而
も
不
苦
候
間
、
左
様
ニ
被
相
心
、
勝
手
次
第
ニ
指
越
可
被
申
［
］
御
陣
屋
ヘ
付
可
被
申
候
、
以
上
、百
七
拾
束
本
堅
田
、四
拾
束
衣
川
、七
拾
束
千
野
、廿
壱
束
谷
口
、廿
五
束
沢
、五
拾
束
普
門
、三
拾
束
大
野
、四
拾
五
束
下
在
地
、四
拾
束
向
在
地
但
五
尺
〆
四
月
四
日
木
村
藤
介
殿

御
廻
状
弐
通
御
用
ニ
有
之
候
間
、
縄
割
付
之
通
り
出
シ
可
被
申
候
、
尤
も
縄
之
位
ハ
例
之
通
之
中
縄
斗
差
越
可
被
申
候
、
来
ル
廿
五
日
・
六
日
両
日
之
内
ニ
御
陣
屋
へ
さ
し
て
差
越
可
被
申
候
、
以
上
四
月
六
日
木
村
藤
介
殿

（
貼
紙
）
「
御
廻
状
箱
入
壱
通
中
縄
八
拾
五
わ束
本
堅
田
村
」
中
縄
拾
わ束
谷
口
村
同
拾
三
わ
沢
村
同
廿
五
わ
普
門
同
拾
六
わ
大
野
同
廿
五
わ
下
在
地
同
弐
拾
わ
向
在
地
〆
百
九
拾
四
わ
、谷
口
村
例
年
之
通
、
御
さ
か
き
之
御
廻
状
壱
通
木
村
藤
介
殿

申
来
ル
四
月
七
日
乍
恐
奉
願
口
上
之
覚
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、京
都
ニ
住
仕
罷
有
候
松
浦
太
七
并
母
両
人
共
ニ
私
親
類
ニ
而
御
座
候
、
此
者
今
度
京
都
火
事
ニ
付
類
火
ニ
逢
申
候
故
、
御
当
地
ヘ
引
取
、
当
分
貞
心
方
ニ
差
置
申
度
奉
存
候
、
願
申
上
候
通
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
宝
永
五
年
子
四
月
七
日
茂
兵
衛
判
木
村
藤
介
様
、御
制
札
御
掛
替
被
遊
候
宝
永
五
年
子
四
月
十
一
日
改
但
、
御
用
場
ニ
而
茂
兵
衛
ニ
御
渡
被
成
候
、
茂
兵
衛
・
安
兵
衛
両
人
共
罷
出
、
懸
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
、古
御
制
札
、
御
大
工
吉
兵
衛
殿
へ
安
兵
衛
・
茂
兵
衛
同
道
ニ
而
、
古
御
札
四
枚
相
渡
シ
申
候
子
四
月
十
一
日
去
亥
之
酒
運
上
銀
高
之
内
、
半
分
当
月
十
六
日
ニ
持
参
上
納
仕
候
様
ニ
、
村
々
酒
屋
中
へ
可
被
申
渡
候
、
尤
い
つ
も
五
月
初
上
納
申
儀
ニ
候
へ
共
、
御
金
入
用
故
如
此
ニ
候
、
以
上
四
月
十
二
日
田
中
文
内
高
田
仁
右
衛
門
堅
田
・
沢
村
・
北
比
良
村
・
浜
分
村
・
北
仰
村
右
村
々
庄
屋
中
五
月
二
日
、御
馬
屋
前
掃
除
之
事
、
彦
右
衛
門
・
長
左
衛
門
常
々
仕
候
様
ニ
可
申
渡
旨
、
鎌
井
弥
大
夫
殿
被
仰
付
候
付
、
両
人
江
其
段
具
ニ
申
渡
候
事
五
月
三
日
、御
用
場
江
安
兵
衛
被
召
出
被
仰
渡
候
、
此
間
貞
津
方
ニ
不
審
立
候
女
、
眼
病
人
之
由
ニ
而
宿
仕
候
由
、
其
段
庄
屋
ヘ
相
断
候
哉
、
庄
屋

御
郡
方
へ
其
届
ケ
無
之
由
被
仰
候
故
、
宿
元

も
年
寄

も
届
不
申
候
由
申
上
候
、
以
後
ハ
他
所
之
者
ハ
、
二
宿
共
仕
候
ハ
ヽ
早
速
相
断
可
申
由
、
町
々
年
寄
へ
可
申
渡
由
被
仰
付
候
、
不
審
成
者
ハ
舟
ニ
宿
り
候
と
も
、
相
断
申
候
様
ニ
城
屋
敷
之
宿
共
ニ
可
申
渡
由
被
仰
付
候
事
覚
、他
所

参
、
当
所
ニ
一
宿
ニ
而
も
仕
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
僧
俗
男
女
親
類
又
ハ
慥
成
近
付
之
者
ニ
候
と
も
、
以
書
付
庄
屋
方
へ
可
申
達
候
由
、
於
御
用
所
ニ
亀
田
伝
右
衛
門
様
并
御
郡
方
御
両
人
様
被
仰
付
候
事
、近
比
当
所
ニ
犬
大
分
相
見
候
、
他
所

参
候
哉
、
当
所
ニ
出
生
致
候
哉
、
若
旅
人
等
ニ
ほ
へ
懸
り
疵
付
候
か
、
又
ハ
打
こ
ろ
し
な
と
致
し
候
義
も
可
有
之
哉
、
兎
角
犬
多
ク
有
之
候
ハ
ヽ
あ
や
ま
り
出
来
可
有
義
と
存
候
、
此
段
町
々
年
寄
中
へ
能
々
申
渡
し
、
あ
や
ま
り
無
之
様
ニ
了
簡
可
致
由
、
鎌
井
弥
大
夫
殿
可
申
渡
旨
被
仰
候
事
右
之
通
被
仰
渡
、
委
細
承
知
仕
候
、
外

参
候
犬
之
分
ハ
随
分
遂
吟
味
、
元
々
へ
返
し
候
様
ニ
仕
、
あ
や
ま
り
無
之
様
ニ
相
守
可
申
候
、
以
上
子
五
月
三
日
弥
十
郎
()印
吉
郎
兵
衛
()印
勘
兵
衛
()印
市
郎
兵
衛
()印
次
郎
左
衛
門
()印
五
郎
右
衛
門
()印
又
十
郎
()印
九
右
衛
門
()印
与
左
衛
門
()印
甚
右
衛
門
()印
二
郎
左
衛
門
()印
彦
右
衛
門
()印
五
郎
兵
衛
()印
伊
兵
衛
()印
吉
右
衛
門
()印
三
郎
左
衛
門
()印
助
右
衛
門
()印
清
六
()印
徳
左
衛
門
()印
孫
左
衛
門
()印
勘
左
衛
門
()印
二
郎
兵
衛
()印
四
郎
右
衛
門
()印
太
兵
衛
()印
三
郎
右
衛
門
()印
御
庄
屋
中
覚
（
重
浮
）
（
洲
）
、板
倉
修
理
様
御
下
、
江
州
野
須
郡
江
頭
村
長
二
郎
と
申
商
人
、
今
日
参
り
申
候
、
以
上
子
五
月
六
日
大
橋
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太
郎
右
衛
門
判
御
庄
屋
中
、京
三
条
通
境
町
西
へ
入
丁
升
や
九
郎
右
衛
門
方
ニ
奉
公
仕
居
申
候
勘
八
と
申
者
、
東
野
之
内
与
兵
衛
甥
ニ
而
御
座
候
、
此
度
類
火
ニ
逢
候
ニ
付
、
当
分
与
兵
衛
方
江
参
罷
有
申
候
付
、
御
断
申
上
候
、
以
上
子
五
月
六
日
東
野
之
内
年
寄
清
六
判
御
庄
屋
中
、京
都
釜
座
二
条
上
ル
町
越
後
や
弥
右
衛
門
女
房
妹
（
衍
）
妹
ニ
而
御
座
候
、
此
度
類
火
ニ
逢
、
妹
・
下
女
両
人
昨
日
罷
下
り
申
候
間
、
御
断
申
上
候
子
五
月
九
日
東
野
之
内
丁清
六
判
御
庄
屋
中
（
忠
常
）
、本
（
多
）
田
能
登
守
様
御
下
、
江
州
蒲
生
郡
舟
木
村
二
郎
兵
衛
と
申
商
人
、
今
日
参
候
、
以
上
子
五
月
九
日
大
は
し
大
郎
右
衛
門
判
御
庄
屋
中
覚
、縄
弐
把
、俵
三
、な
た
壱
丁
、か
け
や
壱
右
之
通
兼
々
用
意
被
致
置
候
而
、
川
水
出
候
節
者
、
早
速
可
有
持
参
候
、
以
上
子
五
月
九
日
庄
屋
右
之
文
言
ニ
而
、
六
町
并
西
切
へ
書
付
指
遣
候
者
也
（
マ
マ
）
（
直
通
）
（
米
原
カ
）
、伊
井
掃
部
様
御
領
分
、
同
国
坂
田
郡
枚
原
村
大
郎
兵
衛
と
申
者
、
昨
日

眼
病
養
生
ニ
私
方
参
居
申
候
（
正
永
）
、本
田
伯
耆
守
様
御
下
、
（
河
内
国
交
野
郡
招
提
村
カ
）
山
城
国
愛
宕
郡
正
代
村
半
右
衛
門
娘
こ
岩
、
同
国
同
郡
同
村
仁
兵
衛
娘
こ
り
ん
右
両
人
去
ル
亥
ノ
三
月
ニ
参
り
申
、
則
御
庄
屋
市
兵
衛
殿
江
御
書
付
進
申
、
只
今
ニ
お
ゐ
て
私
方
ニ
居
申
候
、
以
上
東
宮
市
郎
右
衛
門
後
家
右
之
通
少
も
相
違
無
御
座
候
り
ん
子
五
月
十
一
日御
庄
屋
中
、木
村
藤
助
殿
へ
安
兵
衛
御
呼
御
申
被
成
候
［
］、
城
屋
敷
次
郎
左
衛
門
方
ニ
此
間
鏡
磨
之
由
ニ
而
宿
仕
、
浄
瑠
璃
・
謡
な
と
う
た
ひ
、
人
寄
セ
仕
候
様
子
承
届
、
其
上
二
郎
左
衛
門
急
度
し
か
り
候
様
ニ
と
被
仰
候
故
、
右
之
段
々
申
聞
、
此
方
へ
相
届
ケ
不
申
段
、
不
届
沙
汰
の
か
き
り
と
し
か
り
申
付
候則
書
付
取
申
候
写
し
、京
東
六
条
車
屋
町
ニ
而
鏡
や
新
兵
衛
と
申
仁
、
先
年

参
慥
成
者
ニ
而
御
座
候
、
当
月
朔
日

同
十
一
日
迄
私
方
ニ
宿
仕
候
、
為
御
断
如
此
御
座
候
、
以
上
子
五
月
十
二
日
城
屋
敷次
郎
左
衛
門
判
御
庄
屋
中
覚
町
反
百
六
町
三
反
五
畝
三
分
、高
千
五
百
拾
壱
石
壱
斗
弐
升
弐
合
田
方
内
弐
反
壱
分
弐
石
六
斗
五
合
御
陣
や
敷
地
六
町
三
反
五
分
五
拾
六
石
八
斗
七
升
弐
合
永
荒
浜
下
々
田
と
も
三
反
四
セ
廿
四
分
五
石
壱
斗
五
升
弐
合
植
付
な
し
九
拾
九
丁
五
反
三
分
千
四
百
四
拾
六
石
四
斗
九
升
三
合
植
付
仕
候
此
内
廿
一
町
四
反
拾
壱
分
三
百
三
拾
六
石
一
斗
弐
升
五
合
植
付
仕
候
処
、
当
月
九
日

雨
ふ
り
続
、
水
入
ニ
罷
成
申
候
、
以
上
子
五
月
十
五
日
本
堅
田
村
庄
や
茂
兵
衛
安
兵
衛
高
田
仁
右
衛
門
様
年
寄
田
中
文
内
様
二
郎
左
衛
門
彦
右
衛
門
右
水
入
之
訳
十
八
丁
三
反
八
セ
分
、弐
百
九
拾
四
石
七
升
四
合
上
田
水
入
弐
町
九
反
四
セ
拾
五
分
、四
拾
壱
石
弐
斗
三
升
壱
合
中
田
水
入
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壱
セ
分
西
の
ゝ
也
、壱
斗
三
升
下
田
水
入
六
畝
廿
六
分
お
い
か
川
砂
わ
き
ひ
し
り
前
と
も
、六
斗
八
升
七
合
下
々
田
水
入
分
米
〆
三
百
三
拾
六
石
壱
斗
弐
升
五
合
（
四
反
）
此
畝
歩
廿
壱
町
■
■
拾
壱
分
也
覚
、御
用
所
ニ
而
茂
兵
衛
・
安
兵
衛
被
仰
渡
候
趣
ハ
、
町
々
番
所
之
儀
京
都
騒
動
ニ
付
、
い
ま
た
御
赦
免
不
被
遊
候
、
併
今
日

町
々
内
之
番
所
ハ
御
赦
免
被
成
候
、大
道
出
口
・
野
々
内
出
口
・
尻
江
口
三
ヶ
所
ハ
其
儘
相
勤
可
申
事
、外
輪
町
番
所
ヲ
小
幡
木
橋
ノ
爪
へ
遣
、
小
幡
木
町
番
所
ヲ
お
い
ヶ
川
橋
爪
江
遣
し
可
申
候
右
五
ヶ
所
ハ
毎
々
之
通
番
相
勤
可
申
事
釣
猟
師
へ
家
数
相
尋
申
候
御
処
如
此
申
来
候
西
ノ
切
町
へ
家
数
尋
ニ
遣
し
申
候
処
ニ
如
此
申
来
候
（
貼
紙
）
「
宝
永
五
年
子
五
月
十
七
日
ニ
釣
猟
師

此
書
付
参
申
候
家
数
石
軒
也
」
、大
道
出
口
番
所
人
割
五
月
十
七
日
夜

五
月
十
七
日
夜

六
夜
大
道
町
、
六
夜
西
ノ
切
、
一
夜
東
切
、野
々
内
出
口
番
所
割
五
月
十
七
日
夜

六
夜
野
々
内
、
五
夜
中
村
、
一
夜
東
切
、外
川
町
番
所
割
五
月
十
七
日
夜

六
夜
外
川
町
、
五
夜
宮
ノ
切
、
一
夜
東
切
右
之
通
ニ
割
合
段
々
書
付
相
渡
シ
申
候
也
子
五
月
十
七
日
五
月
十
七
日
、御
小
人
徳
平
女
房
幷
男
子
壱
人
召
連
参
候
、
西
町
弥
兵
衛
不
遁
者
故
暫
之
内
弥
兵
衛
方
ニ
差
置
候
由
弥
兵
衛

断
申
、
則
口
上
書
公
儀
へ
差
上
ヶ
申
候
事
、祥
瑞
寺
堀
ニ
而
猥
ニ
殺
生
仕
者
有
之
候
、
急
度
町
々
へ
可
申
付
由
鎌
井
弥
太
夫
殿
被
仰
渡
候
ニ
付
、
町
々
年
寄
へ
申
渡
し
、
其
上
手
形
証
文
判
形
為
致
、
請
取
置
申
候
事
町
々
年
寄
判
形
手
形
外
ニ
有
之
、本
田
能
登
守
様
御
下
、
江
州
八
幡
舟
木
村
御
座
う
り
五
兵
衛
、京
都
六
条
ぬ
し
や
町
ち
や
わ
ん
や
市
郎
兵
衛
く
つ
（
則
綱
）
（
縄
手
）
、朽
木
和
泉
守
様
御
下
、
八
ま
ん
三
町
な
て
鯵
問
屋
藤
兵
衛
右
三
人
今
日
参
申
候
、
以
上
子
五
月
廿
日
大
は
し太
郎
右
衛
門
御
庄
屋
中
、本
堅
田
村
領
内
往
還
道
北
堤

拾
四
五
間
南
之
方
道
は
た
柳
之
枝
に
年
比
廿
七
八
と
相
見
へ
候
男
、
さ
ら
し
嶋
古
キ
帷
子
壱
つ
着
首
く
ゝ
り
懸
り
有
之
候
、
守
袋
首
に
か
け
有
之
候
、
法
花
宗
之
守
に
て
候
、
右
之
通
今
朝
見
付
番
人
附
置
候
、
自
然
村
々
ニ
覚
有
之
候
者
も
候
ハ
ヽ
、
早
々
可
申
来
候
、
為
其
相
触
候
、
以
上
五
月
廿
三
日
田
中
文
内
高
田
仁
右
衛
門
本
堅
田
村
衣
川
村
千
野
村
赤
塚
村
庄
屋
中
右
之
外
ニ
二
通
有
真
野
中
村

真
野
沢
村

以
上
三
通
出
申
候
、
早
速
相
廻
し
申
候
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
仕
候
、私
弟
次
兵
衛
と
申
者
、
只
今
迄
京
都
ニ
町
奉
公
仕
罷
有
候
処
ニ
、
奉
公
之
年
季
あ
き
御
当
地
へ
罷
帰
り
、
則
宮
ノ
切
町
七
兵
衛
屋
敷
ヲ
求
メ
、
小
家
ヲ
建
相
応
之
か
せ
き
商
売
仕
度
奉
存
候
、
御
慈
悲
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上宝
永
五
年
子
五
月
東
宮
町
紺
屋
兄
又
兵
衛
印
同
町
年
寄吉
右
衛
門
印
本
堅
田
御
庄
屋
中
様
（三三） 東谷智・鎌谷かおる・栗生春実・郡山志保・高橋大樹・水本邦彦・山本晃子：『本堅田村諸色留帳』（六）……
右
願
書
指
上
候
処
、
御
番
所
御
替
被
遊
候
義
難
成
由
、
夫
故
御
用
所
ニ
而
願
書
御
返
し
被
遊
候
、堅
田
領
内
北
国
大
還
道
北
堤

半
町
程
南
道
は
田
柳
ノ
枝
ニ
年
比
廿
七
八
計
之
男
首
く
ゝ
り
懸
り
有
候
付
、
則
庄
屋
・
年
寄
見
分
ニ
参
、
早
速
御
郡
方
御
役
人
様
方
へ
相
断
申
候
処
ニ
、
大
嶋
玄
蕃
様
・
亀
田
伝
右
衛
門
様
・
高
田
仁
右
衛
門
様
・
田
中
文
内
様
方
御
見
分
ニ
御
出
被
成
候
、
則
北
堤
ニ
お
ろ
し
置
、
昼
番
弐
人
、
夜
番
五
人
宛
附
置
、
三
日
さ
ら
し
候
様
ニ
被
仰
付
候
而
、
右
之
通
ニ
仕
候
得
共
、
尋
来
者
無
之
候
付
、
堅
田
廟
所
片
縁
ニ
埋
置
申
候
、
尤
御
役
人
様
方

京
都
御
郡
代
様
へ
も
御
断
ニ
亀
田
伝
右
衛
門
様
御
越
被
遊
候
事
、死
人
入
候
箱
等
も
被
仰
付
、
其
上
塩
入
、
人
足
埋
置
候
事
（
水
嚢
売
）
、京
東
寺
内
新
三
町
す
い
の
う
り
半
兵
衛
と
申
商
人
今
日
参
申
候
、
以
上
子
五
月
廿
八
日
大
橋太
郎
右
衛
門
御
庄
屋
中
、大
津
い
け
す
町
塩
屋
勘
平
女
房
眼
病
ニ
付
、
□
□
療
治
ニ
か
ゝ
り
ニ
今
日
参
り
申
候
、
私
宅
ニ
暫
逗
留
仕
度
之
旨
申
候
、
左
様
ニ
御
心
得
可
被
下
候
、
以
上
子
五
月
廿
七
日
貞
津
御
庄
屋
中
村
々
水
場
植
付
之
場
所
、
頃
日
之
大
雨
ニ
て
先
日
書
付
被
差
上
候
外
ニ
何
程
込
所
増
候
哉
、
村
々
吟
味
書
付
近
日
可
被
差
越
候
、
以
上
六
月
三
日
田
中
文
内
高
田
仁
右
衛
門
本
堅
田
村
・
南
小
松
村
・
鴨
村
・
下
小
川
村
・
大
田
村
・
新
保
村
・
浜
分
村
・
北
仰
村
・
か
つ
ら
村
右
庄
屋
中
、大
津
馬
場
町
井
筒
屋
藤
九
郎
内
之
女
壱
人
眼
病
ニ
付
、
上
下
四
人
私
方
ニ
暫
逗
留
仕
申
候
、
以
上
六
月
三
日
東
之
切貞
津
覚
北
井
戸
、蛇
籠
拾
壱
間
但
壱
つ
ニ
而
う
し
て
、同
弐
拾
間
但
三
つ
ニ
而
は
か
ま
、し
か
ら
ミ
五
間
ミ
こ
と
、同
五
間
右
四
ケ
所
、
此
間
之
大
雨
ニ
損
シ
申
候
、
御
見
分
之
上
御
普
請
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
丶
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
宝
永
五
子
六
月
四
日
庄
屋安
兵
衛
同
茂
兵
衛
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
覚
町
反
百
六
町
三
反
五
畝
三
歩
、高
千
五
百
拾
壱
石
壱
斗
弐
升
弐
合
田
方
内
弐
反
壱
分
弐
石
六
斗
五
合
御
陣
屋
敷
地
六
町
三
反
五
分
五
拾
六
石
八
斗
七
升
弐
合
永
荒
下
々
田
共
三
反
四
畝
廿
四
歩
五
石
壱
斗
五
升
弐
合
植
付
な
し
九
拾
九
丁
五
反
三
分
千
四
百
四
拾
六
石
四
斗
九
升
三
合
植
付
仕
候
此
内
三
拾
壱
丁
三
反
弐
畝
廿
八
歩
八
百
弐
拾
壱
石
四
斗
九
升
弐
合
植
付
仕
候
得
共
、
此
間
之
大
雨
ニ
段
々
水
入
ニ
罷
成
申
候
、
以
上
子
六
月
四
日
本
堅
田庄
屋
印
年
寄
印
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様（
知
恵
光
院
）
、京
出
水
通
り
ち
ゑ
こ
う
し
西
へ
入
町
大
工
長
兵
衛
娘
眼
病
ニ
付
、
老
母
つ
れ
養
生
ニ
罷
越
暫
逗
留
罷
在
候
、
為
御
断
如
此
御
座
候
、
以
上
六
月
六
日
貞
津
覚
北
井
戸
、し
や
か
こ
拾
壱
間
同、菱
は
ね
三
間
う
し
て
、し
や
か
こ
廿
七
間
奉
願
候
処
右
之
所
々
川
御
普
請

被
為
仰
付
被
為
下
難
有
奉
存
候
、
以
上
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宝
永
五
年
子
六
月
九
日
庄
屋
安
兵
衛
印
同
茂
兵
衛
印
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
（
堀
田
正
高
子
）
、先
月
廿
八
日
於
江
戸
勝
之
助
様
御
逝
去
被
遊
候
、
就
夫
今
十
日

十
六
日
迄
一
七
日
鳴
物
并
普
請
等
御
停
止
ニ
候
、
此
段
村
々
小
百
姓
迄
相
慎
候
様
ニ
可
仕
候
、
以
上
六
月
十
日
田
中
文
内
高
田
仁
右
衛
門
村
々
庄
屋
中
、六
月
十
日
朝
、
大
橋
南
爪
小
犬
首
ニ
縄
を
付
死
申
犬
流
寄
候
を
伝
右
衛
門
様
御
覧
被
遊
、
と
う
ふ
屋
久
次
郎
御
よ
ひ
被
成
、
御
了
簡
ニ
て
早
速
御
う
づ
め
さ
セ
被
成
、
茂
兵
衛
・
彦
右
衛
門
・
次
郎
左
衛
門
同
道
ニ
て
参
候
様
ニ
と
被
仰
越
、
御
用
所
へ
右
三
人
罷
出
申
候
処
、
右
之
段
々
被
仰
渡
、
向
後
犬
ニ
不
限
流
も
の
共
有
之
候
ハ
丶
、
人
寄
セ
い
た
し
不
申
、
ひ
そ
か
に
其
町
之
者
共
押
な
か
し
、
随
分
下
ニ
て
了
簡
い
た
し
、
沙
汰
無
之
様
ニ
可
仕
候
由
、
伝
右
衛
門
様
・
仁
右
衛
門
様
・
文
内
様
御
立
会
被
仰
渡
候
ニ
付
、
町
々
年
寄
釣
猟
師
西
之
切
・
東
猟
師
年
寄
中
へ
南
会
所
ニ
て
申
渡
候
、町
々
ニ
犬
之
子
少
々
有
之
躰
相
見
候
、
随
分
大
切
ニ
い
た
し
可
申
候
、
若
子
共
な
と
堀
へ
つ
き
は
め
、
打
ち
こ
ろ
し
候
て
脇
之
町
へ
遣
し
置
申
候
共
、
其
犬
養
育
仕
置
候
町
吟
味
い
た
し
、
其
町
之
者
共
急
度
曲
事
可
被
仰
付
之
由
被
仰
渡
候
而
、
不
残
町
々
へ
申
渡
候
、
以
上
子
六
月
十
日
子
ノ
春
川
御
普
請
之
内
字
う
す
た
渡
り
瀬
、は
ね
壱
つ
長
延
ニ
而
四
間
藤
介
様

急
ニ
御
尋
被
成
候
付
、
し
か
ら
み
山
分
間
と
申
上
候
北
井
戸
、し
や
か
こ
拾
三
間
但
弐
つ
同
断
山
勺
間
と
申
上
候
右
ハ
当
春
目
録
差
上
申
候
処
ニ
、
右
ノ
場
所
不
足
ニ
相
見
へ
申
候
ニ
付
御
断
申
上
、
増
普
請
仕
如
此
御
座
候
、
以
上
宝
永
五
年
子
六
月
本
堅
田
庄
屋
八
郎
兵
衛
キ
兵
衛
年
寄
勘
兵
衛
徳
左
衛
門
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
六
月
十
六
日
（
定
）
（
基
綱
）
、大
坂
玉
作
口
御
常
番
渡
部
備
中
守
様
御
内
野
口
権
大
夫
・
藤
田
時
右
衛
門
と
申
仁
両
人
、
安
兵
衛
方
へ
被
参
被
申
候
ハ
、
先
頃
御
当
所
ニ
首
く
ゝ
り
有
之
候
由
、
備
中
守
家
来
岩
瀬
友
八
と
申
者
、
当
夏
懸
落
仕
候
者
少
似
寄
候
儀
有
之
候
間
、
御
無
心
千
万
成
義
ニ
御
座
候
得
共
、
御
役
人
中
へ
被
仰
達
候
而
成
共
様
子
御
見
せ
被
下
候
様
ニ
と
被
申
候
故
、
其
段
御
手
代
衆
へ
申
上
、
御
役
人
様
方
御
相
談
之
上
段
々
様
子
両
人
へ
御
尋
被
成
候
処
、
必
定
御
尋
之
者
ニ
無
之
様
ニ
被
存
候
得
と
も
、
御
覧
被
成
御
帰
有
之
度
と
の
事
ニ
御
座
候
ハ
丶
、
見
せ
可
申
由
、
御
申
被
成
候
、
両
人
之
衆
申
候
者
、
御
願
申
入
見
届
罷
帰
候
様
ニ
と
備
中
守
申
付
、
態
と
両
人
指
越
候
、
備
中
守
自
分
尋
之
儀
斗
ニ
而
も
無
之
、
公
儀
へ
御
手
伝
候
事
ニ
御
座
候
間
、
是
非
御
同
意
被
下
候
様
ニ
頼
被
申
候
、
則
木
村
藤
介
殿
・
鎌
井
弥
大
夫
殿
并
庄
屋
・
年
寄
立
合
、
右
両
人
へ
堀
出
さ
セ
見
申
候
処
、
様
子
入
念
見
被
申
候
得
と
も
相
尋
候
者
ニ
ハ
無
之
由
、
御
苦
労
成
義
御
無
心
申
入
忝
奉
存
候
、
罷
帰
委
細
者
備
中
守
へ
可
申
聞
由
被
申
被
帰
候
事
乍
恐
口
上
書
を
以
御
断
申
上
候
（
正
長
）
、私
之
儀
世
忰
無
御
座
候
ニ
付
、
雨
宮
近
江
守
様
御
領
分
滋
賀
郡
小
野
村
新
右
衛
門
世
忰
藤
兵
衛
と
申
者
、
養
子
ニ
仕
候
段
御
断
申
上
候
、
以
上
子
六
月
十
七
日
西
宮
町五
兵
衛
印
御
庄
屋茂
兵
衛
殿
同
安
兵
衛
殿
右
之
通
吟
味
仕
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
御
断
申
上
候
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
丶
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
子
六
月
十
七
日
庄
屋茂
兵
衛
印
同
安
兵
衛
印
、高
田
仁
右
衛
門
様
・
田
中
文
内
様

茂
兵
衛
御
呼
被
成
、
御
用
所
へ
被
召
出
被
仰
渡
候
趣
ハ
、
西
之
切
与
助
・
伝
兵
衛
儀
不
届
儀
有
之
候
間
、
御
僉
議
之
儀
ハ
追
而
被
為
仰
付
候
間
、
其
内
他
出
無
之
様
ニ
急
度
申
付
候
様
ニ
と
被
仰
出
候
、
右
之
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様
子
西
之
切
年
寄
弥
十
郎
・
吉
郎
兵
衛
召
寄
、
右
之
段
々
安
兵
衛
・
茂
兵
衛
立
合
右
両
人
へ
申
渡
申
候
、
以
上
子
六
月
十
七
日
只
今
御
用
之
儀
有
之
候
間
、
西
之
切
年
寄
弥
十
郎
・
吉
郎
兵
衛
両
人
ニ
被
申
付
、
右
同
所
伝
兵
衛
与
介
両
人
并
右
両
人
之
五
人
組
之
者
共
召
連
、
只
今
私
宅
へ
参
り
申
候
様
に
可
被
申
付
候
、
右
伝
兵
衛
・
与
介
・
五
人
組
之
者
共
只
今
宿
ニ
居
不
申
候
ハ
ヽ
、
其
断
を
相
立
、
宿
ニ
居
合
セ
候
計
ヲ
召
連
、
尤
何
も
両
人
も
可
被
参
候
、
以
上
六
月
十
九
日
木
村
藤
介
本
堅
田
村
庄
屋
中
右
伝
兵
衛
・
与
介
、
両
人
五
人
組
・
年
寄
召
連
安
兵
衛
・
茂
兵
衛
同
道
ニ
而
御
陣
屋
南
長
屋
へ
被
召
出
候
、
右
之
両
人
之
者
共
段
々
御
僉
議
被
為
遊
、
伝
右
衛
門
様
・
仁
右
衛
門
様
・
文
内
様
御
立
合
之
上
ニ
而
与
介
・
伝
兵
衛
両
人
ニ
手
錠
被
為
仰
付
五
人
組
・
年
寄
へ
急
度
御
預
ケ
被
遊
候
六
月
十
九
日
伝
兵
衛
・
与
介
・
両
人
も
の
共
手
錠
御
赦
免
被
遊
候
六
月
廿
四
日
六
月
廿
四
日
、伝
兵
衛
義
、
庄
屋
共
同
道
参
候
様
ニ
と
之
仰
参
候
所
ニ
、
馬
場
吉
右
衛
門
跡
之
義
、
御
公
儀
様
何
之
御
構
も
無
御
座
候
間
、
老
母
渡
世
成
行
候
様
ニ
、
伝
兵
衛
并
遠
類
共
相
談
仕
、
相
談
成
行
候
様
ニ
申
談
候
様
ニ
と
、
御
郡
方
様
被
仰
渡
候
事
、
則
伝
兵
衛
并
随
休
・
八
郎
兵
衛
右
之
段
申
渡
候
事
六
月
廿
四
日
（
番
城
）
、大
道
口
・
し
い
れ
口
・
野
々
内
口
・
小
ば
ん
木
・
北
猟
師
口
、
以
上
五
ケ
所
番
所
今
日

御
赦
免
之
由
御
郡
方
様
被
仰
渡
候
事
但
、
廿
三
日
夜
迄
宮
ノ
切
丁
迄
勤
仕
廻
、大
津
い
つ
ゝ
屋
市
兵
衛
弟
伊
兵
衛
・
市
兵
衛
女
房
親
長
四
郎
・
舟
頭
三
次
・
北
ノ
保
年
寄
治
右
衛
門
・
六
右
衛
門
右
五
人
之
者
共
庄
屋
茂
兵
衛
方
へ
参
申
候
、
い
つ
ゝ
屋
市
兵
衛
義
、
殿
様
御
用
御
肴
、
此
以
前
上
ケ
申
候
肴
代
銀
被
下
置
候
様
ニ
願
申
度
由
申
ニ
付
、
其
段
ハ
此
方
共
左
様
申
義
難
成
候
、
其
節
之
義
ハ
増
田
善
兵
衛
存
候
事
ニ
候
へ
ハ
、
善
兵
衛
も
只
今
御
当
地
ニ
居
不
申
、
其
上
御
役
人
中
も
御
替
り
被
成
候
、
事
旧
り
候
事
ニ
候
へ
ハ
、
と
か
く
の
義
難
申
上
旨
申
聞
返
し
申
候
事子
七
月
朔
日
覚
町
反
九
拾
九
町
五
反
三
分
、千
四
百
四
拾
六
石
四
斗
九
升
三
合
植
付
仕
候
此
内
五
百
弐
拾
壱
石
四
斗
九
升
弐
合此
分
苗
水
下
ニ
成
申
候








拾
三
町
壱
セ
廿
四
分
弐
百
六
石
三
斗
五
升
六
合
此
分
水
五
六
寸

壱
尺
七
八
寸
迄
入
申
候
町
反
四
拾
四
町
三
反
四
畝
廿
弐
分
〆
七
百
廿
七
石
八
斗
四
升
八
合
外
ニ
十
三
分
町
反
五
町
七
反
弐
畝
廿
六
分








五
拾
四
石
三
斗
六
升
五
合
五
石
四
斗
壱
升
八
合
畑
方
水
入
申
候
宝
永
五
年
子
七
月
朔
日
本
堅
田
庄
屋
茂
兵
衛
同
安
兵
衛
年
寄彦
右
衛
門
同
二
郎
左
衛
門
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
七
月
一
日
、田
中
文
内
様
安
兵
衛
ニ
被
仰
渡
候
ハ
、
宮
之
鳥
居
沓
石
ニ
仕
度
間
、
大
道
入
口
大
石
被
下
置
候
様
ニ
と
今
堅
田
村
管
覚
参
り
願
候
事
ニ
候
、
則
御
役
人
中
御
相
談
被
遊
候
得
と
も
、
願
之
通
被
下
置
候
義
ハ
難
成
候
間
、
此
段
管
覚
へ
可
申
聞
由
被
仰
渡
、
則
管
覚
斉
へ
其
段
申
渡
候
事
同
二
日
大
風
崩
家
之
覚
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覚
釣
猟
師
、瓦
家
根
壱
軒
源
三
郎
、同
一
軒
兵
右
衛
門
、同
弥
兵
衛
、同
庄
三
郎
、同
善
三
郎
、同
藤
五
郎
、同
太
郎
右
衛
門
、市
三
郎
、同
三
四
郎
、甚
太
郎
、同
善
兵
衛
、同
庄
二
郎
、同
与
兵
衛
〆
十
三
軒
□
□
宮
切
、壱
軒
重
兵
衛
、二
軒
随
休
借
屋
、壱
軒
作
兵
衛
の
ゝ
内
丁
、壱
軒
忠
兵
衛
、同
庄
右
衛
門
、久
郎
兵
衛
壱
軒
、同
甚
右
衛
門



と
川
丁西
ノ
切
、壱
軒
与
八
、同
太
半
つ
ぶ
れ
郎
作
、同
作
十
郎
、壱
軒
角
兵
衛
、同
半加
左
衛
門
、半治
兵
衛
、同
伝
十
郎
、同
清
十
郎
、同
弥
兵
衛
後
家
、同
源
右
衛
門
、同
安
右
衛
門
、同
仁
左
衛
門
、半同
平
四
郎
、同
伝
兵
衛
、半源
作
、半平
三
郎
、半同
庄
三
郎
、半同
善
兵
衛
、半同
七
重
郎
、半同
与
二
郎
、同
忠
二
郎
、同
太
兵
衛
東
ノ
切
、半壱
軒
長
兵
衛
小
屋
、半同
久
助
、半同
孫
作
、壱
軒
市
兵
衛
借
屋
、半硯
寿
壱
軒
、壱
軒
与
兵
衛
西
ノ
切
、壱
軒
甚
右
衛
門
、半同
九
兵
衛
、半同
九
兵
衛
、同
庄
兵
衛
小
屋
、同
五
兵
衛
小
屋
、同
俊
沢
、八
兵
衛
借
屋
、壱
間
庄
左
衛
門
小
屋
中
村
、壱
軒
与
二
兵
衛
、壱
間
二
郎
兵
衛
、半茂
右
衛
門
、半
つ
ふ
れ
四
郎
左
衛
門
、半
つ
ふ
れ
善
兵
衛
借
屋
大
道
丁
、幽
庵
借
屋
弐
軒
、妙
庵
、半■
■
■
六
兵
衛
儀
三
郎
大
道
、与
惣
半兵
衛
、半二
郎
兵
衛
、角
兵
衛
、七
兵
衛
、孫
兵
衛
合
七
拾
軒
此
分
書
付
差
上
申
候
子
七
月
三
日
本
か
た
ゝ
庄
屋
安
兵
衛
印
高
田
仁
右
衛
門
様
藤
兵
衛
印
田
中
文
内
様
七
月
五
日
藁
御
廻
状
之
留
、藁
弐
百
六
拾
八
束
本
堅
田
但
、
五
尺
縄
ニ
シ
テ
、
小
麦
藁
ニ
テ
も
米
藁
ニ
而
も
有
合
、同
六
拾
弐
束
衣
川
村
此
内
四
拾
弐
束
米
藁
ニ
而
廿
束
、
小
麦
わ
ら
同
断
、同
九
拾
七
束
千
野
村
同
断
右
割
符
之
通
、
来
七
日
・
八
日
両
日
之
内
百
々
織
右
衛
門
方
へ
相
渡
し
可
被
申
候
、
尤
少
も
無
相
違
、
今
日
ニ
も
明
日
ニ
も
少
も
早
キ
程
御
勝
手
ニ
相
成
り
申
候
間
、
早
々
差
越
相
渡
可
被
申
候
、
以
上
七
月
五
日
木
村
藤
介
本
堅
田
村
・
衣
川
村
・
千
野
村
谷
口
村
、藁
弐
拾
八
束
沢
村
小
麦
藁
丗
二
・
米
わ
ら
弐
、同
三
拾
四
束
普
門
村
、同
七
拾
三
束
大
野
村
小
麦
藁
、四
拾
九
束
向
在
地
小
麦
わ
ら
、同
五
拾
六
束
下
在
地
小
麦
わ
ら
、七
拾
束
右
何
茂
五
尺
縄
シ
テ
、
小
麦
藁
ニ
而
米
わ
ら
ニ
而
も
有
合
次
第
文
言
右
同
断
壱
通
覚
、町
反
〆
五
拾
四
町
九
反
五
畝
拾
五
分
田
方
分
米
〆
八
百
五
十
七
石
六
斗
七
升
弐
合
右
外
除
ケ
田
・
年
々
荒
・
御
陣
屋
地
有
之
水
見
分
限
り
へ
い
け
不
残
上
田
入
九
右
衛
門
迄
下
浜
入
不
残
う
し
て
不
残
寺
田
不
残
川
原
田
孫
九
郎
迄
下

三
反
分
下
ず
か
た
不
残
か
や
た
伝
右
衛
門
辺
下

三
反
分
ふ
か
た
不
残
わ
た
む
き
同
人
迄
起
返
迄
つ
く
た
八
郎
兵
衛
迄
上
徳
わ
せ
不
残
う
き
た
南
ノ
理
左
衛
門
・
為
右
衛
門
迄
六
反
右
之
通
差
出
、
書
出
ス
也
、
此
字
ヨ
り
下
ハ
皆
水
也
子
七
月
七
日
改
、七
拾
七
石
四
斗
壱
升
八
合
水
入
畑
方
右
同
日
改
如
此
町
反
ハ
除
ク
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覚
町
反
百
六
町
三
反
五
畝
三
分
、高
千
五
百
拾
壱
石
壱
斗
弐
升
弐
合
田
方
内
弐
反
三
分
弐
石
六
斗
五
合
御
陣
屋
地
六
町
三
反
五
分
五
拾
六
石
八
斗
七
升
二
合
永
荒
浜
下
田
残
而
九
十
九
丁
八
反
四
せ
廿
七
分
千
四
百
五
拾
壱
石
六
斗
四
升
五
合
内
七
百
石
余
水
下
ニ
成
申
候
五
六
寸

百
五
十
五
石
余
水

壱
尺
二
三
寸
迄
入
申
候
右
之
通
り
ニ
御
座
候
、
残
り
候
上
台
御
田
地
も
大
風
ニ
而
殊
之
外
痛
相
見
申
候
、七
拾
七
石
四
斗
一
升
八
合
畑
方
右
之
通
畑
作
も
不
残
水
下
ニ
成
捨
り
申
候
以
上
宝
永
五
子
年
七
月
六
日
茂
兵
衛
安
兵
衛
高
田
仁
右
衛
門
様
二
郎
左
衛
門
田
中
文
内
様
彦
右
衛
門
口
上
之
覚
、去
年

諸
浦
共
米
之
外
銀
船
賃
之
儀
、
諸
色
と
も
弐
割

七
割
迄
上
り
申
候
、
就
夫
当
浦
も
去
秋

諸
色
船
賃
上
ケ
申
候
、
御
用
船
大
津
口
御
上
下
船
賃
之
義
も
、
御
慈
悲
ニ
相
応
御
増
被
遊
被
下
候
様
、
御
取
成
奉
願
上
候
、
已
上
宝
永
五
年
子
七
月
日
堅
田
船
年
寄
重
兵
衛
印
同
断
又
右
衛
門
印
御
庄
屋
中
覚
七
月
十
日
夜
六
十
二
両
物
、金
弐
両
三
郎
右
衛
門
、同
弐
両
太
兵
衛







、同
三
両
六
右
衛
門
、同
三
両
勘
左
衛
門
、同
三
両
孫
左
衛
門
、同
三
両
瀬
平
、同
弐
両
平
右
衛
門





、同
弐
両
孫
六
、同
六
両
八
郎
兵
衛
、同
四
両
安
兵
衛
、同
弐
両
茂
兵
衛
、金
弐
両
又
右
衛
門
、同
三
両
助
右
衛
門
、同
三
両
清
六
、同
三
両
庄
兵
衛
、同
三
両
清
兵
衛






、同
弐
両
清
十
郎






、同
弐
両
五
兵
衛







、同
五
両
吉
郎
兵
衛
、同
三
両
大
道
二
郎
左
衛
門
、同
三
両
九
右
衛
門




〆
五
拾
弐
両
六
拾
壱
両
〆
四
拾
七
両
也
子
七
月
十
二
日
朝
迄
、金
弐
両
弐
分
木
幡
木与
右
衛
門
、同
断
か
ち
や忠
兵
衛
、同
断
の
ゝ
内
油
や
勘
兵
衛
、同
断
新
中
組
頭
善
兵
衛
、同
断
宮
前治
兵
衛
、同
断
か
わ
ら
け
や
平
三
郎
〆
拾
五
両
也
惣
合
六
拾
弐
両
也
内五
拾
六
両
七
月
十
二
日
夜
六
両
同
十
三
日
上
御
殿
御
表
ニ
而
御
目
見
被
仰
付
候
覚
八
郎
兵
衛
喜
兵
衛
安
兵
衛
宗
悦
菅
覚
硯
寿
俊
沢
重
郎
右
衛
門
衣
川
釣
年
寄
徳
左
衛
門
円
庵
三
郎
右
衛
門
西
ノ
切
年
寄
吉
郎
兵
衛
西
ノ
切
年
寄
清
十
郎
右
之
分
御
目
見
被
仰
付
候
庄
屋茂
兵
衛指
合
釣
年
寄太
兵
衛病
気
釣病
気清
十
郎
右
三
人
御
目
見
指
合
故
御
目
見
無
之
宗
五
幽
庵
宗
硯
随
休
順
庵
玄
三
六
之
進
先
へ
相
済
し
候
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右
六
人
ハ
先
達
而
御
目
見
相
済
一
筆
申
入
候
、
其
浦
之
当
子
年
船
間
数
御
運
上
銀
指
出
帳
、
念
之
入
、
例
年
之
通
弐
冊
宛
相
認
、
来
ル
八
月
十
五
日
迄
之
内
ニ
大
津
船
改
御
役
所
江
可
被
指
出
候
（
マ
マ
）
、其
浦
之
貸
船
仕
候
船
船
屋
共
へ
も
、
右
日
限
ニ
持
参
仕
候
様
ニ
可
被
申
渡
候
、
遠
方
之
浦
々
義
有
之
候
故
、
兼
日
ニ
も
申
触
候
条
、
無
遅
滞
日
限
之
通
可
被
差
出
候
、
此
状
披
見
之
上
印
形
順
々
相
廻
し
、
留
り

可
被
相
返
候
、
以
上
子
七
月
九
日
石
原
清
左
衛
門
代
遠
藤
弥
二
兵
衛
大
津
よ
り
初
り
浦
々
、
留
り
藁
園
迄
之
当
所
也
覚
、御
足
軽
三
人
御
給
金
壱
ヶ
年
ニ
三
両
ツ
ヽ
外
ニ
壱
人
扶
持
塩
噌
代
被
為
下
候
、御
小
人
拾
五
人
御
給
金
壱
ヶ
年
ニ
壱
両
三
分
ツ
ヽ
、
外
ニ
壱
人
扶
持
塩
噌
代
被
下
候
（
貼
紙
「
奉
公
」
）
右
之
御
公
奉
人
当
九
月

来
丑
ノ
三
月
迄
被
仰
付
候
、
尤
給
金
当
方
よ
り
御
足
軽
ヘ
ハ
金
弐
歩
之
増
、
小
人
ヘ
ハ
壱
歩
ノ
増
有
之
候
、
其
余
ハ
郷
中
立
会
ノ
時
分
相
談
可
有
之
候
、
八
月
中
ニ
相
極
、
九
月
朔
日
よ
り
出
シ
申
様
ニ
と
被
仰
付
候
間
、
必
御
油
（
間
脱
）
断
有
敷
候
、
以
上
奉
公
人
ノ
割
、壱
人
御
足
軽
本
堅
田
、壱
人
右
御
同
断
南
高
嶋
四
ヶ
村
内
ニ
て
、御
足
軽
壱
人
北
高
嶋
〆
三
人
、御
小
人
弐
人
本
堅
田
・
渡
ス
、同
壱
人
衣
川
・
渡
ス
、同
壱
人
千
野
・
渡
ス
、同
壱
人
普
門
・
渡
ス
、同
壱
人
下
在
地
・
渡
ス
、同
壱
人
向
在
地
・
渡
ス
、同
壱
人
大
野
・
渡
ス
、同
壱
人
谷
口
村
沢
村
・
渡
ス
中
村
・
、同
弐
人
浜
分
十
一
月
二
日
・
庄
や
へ
渡
ス
此
内
壱
人
ハ
政
右
衛
門
殿
御
自
分
ニ
御
抱
人
也
、同
壱
人
北
仰
村
・
伝
兵
衛
渡
ス
、同
壱
人
桂
村
十
一
月
二
日
・
庄
や
へ
渡
ス
十
一
月
二
日
・
庄
や
へ
渡
ス
、壱
人
小
人
酒
波
十
一
月
二
日
村
・
庄
や
へ
渡
ス
、壱
人
同
比
良
村
・
仁
左
衛
門
渡
ス
小
松
村
〆
小
人
拾
五
人
但
十
五
人
之
内
一
人
ハ
政
右
衛
門
様
御
自
分
人
也
公
儀
ヘ
ハ
十
四
人
也
右
之
通
、
七
月
廿
二
日
ニ
二
通
ニ
相
認
、
廻
状
遣
し
申
候
事
子
十
月
七
日
、
壱
人
ニ
弐
ふ
二
朱
被
下
候
、金
八
両
三
歩
御
小
人
拾
四
人
御
給
金
也
、
近
藤
与
左
衛
門
殿

御
渡
し
、
安
兵
衛
請
取
申
候
、
則
請
取
手
形
遣
、堅
田
御
扶
持
米
蔵
、
当
二
日
之
風
雨
ニ
及
大
破
候
、
普
請
之
義
堅
田
庄
屋
中
迄
何
茂
相
談
致
、
急
々
修
覆
仕
候
様
ニ
と
申
渡
候
、
依
之
木
村
藤
助
方
迄
何
茂
願
之
訳
此
方
へ
も
令
承
知
候
、
乍
然
御
扶
持
米
村
々
ニ
残
置
候
而
ハ
此
方
不
勝
手
之
儀
有
之
候
故
、
堅
田
江
集
置
候
、
夫
故
御
扶
持
米
蔵
破
損
入
用
等
之
分
ハ
、
郷
割
ニ
定
り
有
之
候
、
弥
以
此
度
之
普
請
入
用
之
義
郷
割
ニ
罷
成
候
間
、
其
心
得
尤
ニ
候
、
入
用
目
録
之
義
ハ
重
而
堅
田
庄
屋
中

割
符
可
申
参
候
間
、
左
様
ニ
相
心
得
可
被
申
候
、
以
上
田
中
文
内
七
月
廿
四
日
高
田
仁
右
衛
門
谷
口
村
・
中
村
・
沢
村
・
普
門
村
・
大
野
村
向
在
地
・
下
在
地
・
坂
下
村
・
木
戸
口
・
中
村
・
町
居
村
・
貫
井
村
・
細
川
村
庄
屋
中
右
之
文
言
ニ
而
衣
川
村
・
千
野
村
・
赤
塚
村
へ
一
通
ニ
（
遣
）
懸
者
也
両
高
嶋
ヘ
ハ
文
内
様
直
々
可
被
遣
候
御
事
被
仰
候
由乍
恐
口
書
ヲ
以
御
願
仕
候
、私
弟
次
兵
衛
と
申
者
、
只
今
迄
京
都
御
幸
町
通
丸
太
町
下
ル
町
致
住
宅
、
酒
商
売
仕
居
申
候
、
今
度
類
火
ニ
逢
難
儀
仕
、
則
御
当
地
江
罷
帰
り
西
宮
町
五
郎
兵
衛
屋
敷
ニ
小
家
を
建
、
相
応
之
商
売
仕
度
奉
存
候
、
御
慈
悲
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上
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宝
永
五
子
年
七
月
廿
三
日
東
宮
町
紺
屋
兄
又
兵
衛
印
本
堅
田
同
町
年
寄
御
庄
屋
中
吉
右
衛
門
印
右
奉
願
候
通
吟
味
仕
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
願
之
通
被
為
仰
付
可
被
為
下
候
、
以
上
子
七
月
廿
三
日
庄
屋
安
兵
衛
印
高
田
仁
右
衛
門
様
同
茂
兵
衛
印
田
中
文
内
様
当
年
宗
旨
御
改
之
儀
、
来
ル
五
日
之
朝
五
ツ
時
分
ニ
出
家
衆
致
同
道
可
被
申
候
、
尤
宗
旨
帳
面
ニ
印
形
仕
候
共
、
印
形
共
不
残
持
参
可
被
致
候
、
以
上
八
月
朔
日
堅
田

赤
塚
迄
外
ニ
谷
口

向
在
地
迄
御
廻
状
壱
通
葛
川
六
ヶ
村
ヘ
之
御
廻
状
壱
通
、
右
遣
し
申
候
、八
月
四
日
た
う
ふ
や
久
次
郎
、
御
陣
屋
た
か
へ
い
ニ
き
ひ
わ
ら
ほ
し
候
を
、
弥
太
夫
様
御
見
付
被
成
、
段
々
御
詮
儀
被
成
、
其
上
ニ
而
急
度
御
申
付
可
被
成
候
を
、
茂
兵
衛
色
々
御
侘
言
仕
申
候
へ
ハ
、
今
度
ハ
茂
兵
衛
断
ニ
而
御
赦
免
被
成
候
子
八
月
四
日
、本
堅
田
之
内
大
中
弥
左
衛
門
後
家
妙
教
、
同
人
姉
娘
ふ
し
、
弟
利
兵
衛
、
京
都
御
郡
代
様
へ
訴
訟
書
差
上
ケ
申
候
、
下
書
右
之
者
共
持
参
ニ
而
、
御
用
所
へ
茂
兵
衛
、
組
年
寄
次
郎
左
衛
門
同
道
ニ
而
御
用
所
へ
被
召
出
、
右
之
様
子
段
々
弟
利
兵
衛
、
政
右
衛
門
様
、
伝
右
衛
門
様
様
子
御
聞
被
遊
候
子
八
月
八
日
覚
、泉
州
貝
塚
米
屋
久
兵
衛
同
所
稲
扱
大
工
伝
兵
衛
同
所
同
断
弥
兵
衛
右
例
年
罷
越
候
、
当
春
も
御
断
申
上
通
、
慥
成
仁
ニ
而
御
座
候
故
、
宿
仕
候
、
為
御
断
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上
子
八
月
六
日
大
中
町次
郎
左
衛
門
印
御
庄
屋
中
、御
用
所
へ
茂
兵
衛
・
年
寄
次
郎
左
衛
門
御
呼
被
成
被
仰
渡
候
趣
ハ
、
人
足
之
儀
今
日

御
用
所

御
切
手
次
第
ニ
無
油
断
出
シ
申
候
様
ニ
、
亀
田
伝
右
衛
門
様
・
簗
瀬
市
右
衛
門
殿
御
立
会
ニ
而
被
為
仰
付
候
、
尤
御
奥
口
湯
わ
か
し
郡
方
様

御
申
付
被
成
候
ハ
ヽ
出
シ
可
申
候
、
御
組
衆
へ
之
水
夫
遣
シ
可
申
候
、
其
外
何
方

申
来
候
共
、
一
切
出
シ
申
事
無
用
ニ
可
仕
候
由
、
御
申
付
被
遊
候
、
以
上
子
八
月
八
日
覚
馬
の
く
ひ
毛
ふ
り
候
儀
、
古
ハ
無
之
事
ニ
候
、
其
上
火
之
本
悪
敷
用
方
ニ
も
不
罷
成
事
ニ
候
間
、
向
後
一
切
無
用
ニ
候
、
以
上
子
八
月
右
之
通
此
度
従
御
公
儀
被
仰
出
候
間
、
村
々
得
其
意
、
小
百
姓
等
迄
ニ
申
渡
、
急
度
相
守
可
申
候
、
勿
論
村
々
ニ
写
置
可
申
候
、
以
上
八
月
廿
六
日
高
田
仁
右
衛
門
印
田
中
文
内
印
従
御
公
儀
被
仰
出
候
御
書
付
壱
通
相
廻
し
候
間
、
村
々
無
滞
早
々
相
廻
シ
、
留
り
之
村

此
方
へ
相
戻
し
可
申
候
、
以
上
八
月
廿
六
日
田
中
文
内
高
田
仁
右
衛
門
本
堅
田
村
右
村
々
庄
屋
中
不
残
来
ル
晦
日
ニ
高
嶋
筋
検
見
ニ
罷
出
申
候
、
例
年
之
通
段
々
北
筋
仕
舞
次
第
ニ
其
村
々
へ
罷
出
申
候
間
、
左
様
相
心
得
、
其
時
分
迄
致
内
見
長
面
等
仕
立
置
可
被
申
候
、
為
其
如
此
ニ
候
、
以
上
八
月
廿
八
日
木
村
藤
介
本
堅
田

村
々
庄
屋
中
覚
、松
三
本
但
、
エ
タ
六
寸
く
ら
い
成
を
長
サ
弐
間

弐
間
半
迄
、松
三
本
右
同
断
、青
松
葉
十
五
束
但
、
束
之
大
キ
サ
大
て
い
売
柴
之
く
ら
い
ニ
仕
、青
松
葉
十
五
束
右
同
断
右
ハ
谷
口
村
へ
被
為
仰
付
候
、
田
中
文
内
様

御
状
留
九
月
八
日
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、御
用
所
へ
八
郎
兵
衛
・
安
兵
衛
被
召
出
被
仰
渡
候
ハ
、
茂
兵
衛
義
斧
三
郎
様
へ
御
奉
公
人
ニ
被
召
出
候
、
庄
屋
跡
役
追
而
可
被
仰
付
候
得
と
も
、
其
内
非
番
庄
屋
中

御
用
無
滞
様
ニ
相
勤
可
申
旨
、
被
仰
付
候
事
九
月
十
六
日

、三
ヶ
所
御
門
番
人
六
町
年
寄
中
ヲ
寄
せ
相
談
之
上
、
一
日
一
夜
賃
銀
三
匁
宛
ニ
相
定
申
者
也
覚
鳥
井
前
、蛇
か
こ
長
延
九
拾
六
間
、
籠
数
拾
五
ニ
て

同、し
か
ら
み
杭
十
三
間
百
同
堤
、土
手
切
戸
弐
拾
間
此
人
足
う
す
た
、し
か
ら
み
拾
間
川
中
、堤
切
戸
二
ヶ
所
ニ
て
八
間
下
浜
入
、堤
切
戸
三
ヶ
所
ニ
て
十
二
間
北
堤
三
ヶ
所
ニ
て
、堤
切
戸
三
ヶ
所
十
二
間
裏
崩
三
十
間
し
や
か
ご
〆
九
十
六
間
し
か
ら
み
〆
二
十
三
間
堤
崩
切
戸
〆
四
十
間
八
拾
間
大
川
筋
裏
崩
三
十
間

、
十
九
日
右
ハ
七
月
廿
日
、
大
水
ニ
付

ニ
て
御
普
請
所
如
此
御
座
候
、
以
上
本
堅
田
庄
や
宝
永
五
年
子
九
月
安
兵
衛
茂
兵
衛
年
寄
善
右
衛
門
二
郎
左
衛
門
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
九
月
廿
二
日
、権
右
衛
門
義
、
竹
内
茂
兵
衛
御
奉
公
ニ
被
召
出
候
故
、
跡
庄
屋
役
御
用
所
へ
被
召
出
被
仰
付
候
事
、
右
之
段
八
郎
兵
衛
・
喜
兵
衛
・
安
兵
衛
ニ
も
被
仰
渡
候
事
、
其
節
被
仰
付
候
事
ハ
、
来
三
月
迄
跡
役
喜
兵
衛
相
勤
可
申
候
と
被
仰
渡
候
事
十
月
朔
日
ニ
出
ス
、人
足
割
帳
十
月
廿
日
迄
と
村
々
へ
申
遣
し
候
事
、浅
井
藤
兵
衛
殿
義
、
侍
役
ニ
被
仰
付
候
故
向
後
喜
兵
衛
請
人
ノ
義
、
入
不
申
候
と
被
仰
渡
申
候
事
右
之
義
、
子
十
月
朔
日
ニ
青
山
又
兵
衛
様

喜
兵
衛
へ
直
ニ
被
仰
渡
候
事奉
願
口
上
之
覚
、京
椹
木
町
室
町
西
江
入
町
、
高
嶋
や
喜
兵
衛
と
申
者
、
夫
婦
つ
れ
ニ
て
外
輪
町
勘
左
衛
門
借
屋
ヲ
借
り
、
住
宅
仕
度
由
申
候
、
尤
町
請
寺
請
ヲ
も
取
置
慥
成
者
ニ
而
御
座
候
間
、
右
奉
願
候
通
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
忝
可
奉
存
候
、
以
上
宝
永
五
年
子
十
月
外
輪
町
家
主
勘
左
衛
門
印
同
町
年
寄
次
郎
兵
衛
印
御
庄
屋
中
右
奉
願
候
通
、
相
違
無
御
座
候
、
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上
月
日
庄
や
安
兵
衛
喜
兵
衛
覚
、京
小
川
通
今
出
川
上
ル
町
寿
賢
と
申
医
者
親
子
四
人
つ
れ
ニ
而
、
当
町
吉
右
衛
門
家
ニ
借
家
仕
度
由
申
候
ニ
付
、
右
寿
賢
身
上
致
吟
味
候
処
ニ
慥
成
仁
ニ
而
、
則
寺
請
、
町
請
慥
ニ
御
座
候
、
少
ニ
而
も
助
成
ニ
仕
度
故
借
シ
申
度
候
、
右
奉
願
候
通
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
忝
可
奉
存
候
、
以
上
宝
永
五
年
子
十
月
十
二
日外
輪
町
家
主
吉
右
衛
門
母
印
同
町
年
寄
勘
左
衛
門
印
同
断
次
郎
兵
衛
印
御
庄
屋
中
右
奉
願
候
通
、
相
違
無
御
座
候
、
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上
月
日
庄
や
キ
兵
衛
安
兵
衛
高
田
仁
右
衛
門
様
田
中
文
内
様
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、其
村
々
当
子
年
船
御
運
上
銀
、
来
ル
十
一
月
十
五
日

廿
日
迄
之
内
ニ
大
津
御
役
所
へ
上
納
可
有
候
、
尤
口
銀
・
歩
銀
共
ニ
日
限
ノ
通
御
越
可
有
之
候
、
以
上
子
十
月
十
三
日
石
原
清
左
衛
門
代
遠
藤
弥
次
兵
衛
印
右
之
廻
状
即
刻
勘
七
ニ
為
持
、
舟
ノ
九
右
衛
門
へ
遣
ス
覚
、大
銭
之
儀
、
先
達
而
相
触
候
通
相
心
得
、
金
銀
小
銭
同
前
ニ
弥
無
滞
可
致
通
用
事
、御
料
・
私
領
共
ニ
年
貢
収
納
等
ニ
茂
大
銭
差
交
候
様
、
御
料
者
御
代
官
、
私
領
ハ
其
所
之
地
頭
可
申
渡
事
右
之
通
弥
可
相
守
者
也
子
九
月
覚
、当
子
年
寒
造
酒
分
量
之
儀
、
元
禄
十
丑
年
酒
造
米
五
分
一
之
積
可
限
之
事
、当
暮
寒
造
之
外
、
新
酒
一
切
可
為
停
止
候
、
年
内
若
新
酒
商
売
仕
者
於
有
之
者
、
僉
儀
之
上
可
為
曲
事
事
、来
丑
之
春
、
右
酒
造
米
高
之
外
造
掛
候
儀
可
為
停
止
事
、前
々

人
も
存
、
造
酒
斗
家
業
ニ
仕
来
候
所
々
者
、
書
付
を
以
御
勘
定
所
江
相
伺
候
上
に
て
丑
年
酒
造
米
高
三
分
一
之
積
可
造
之
事
、新
規
之
造
酒
屋
弥
可
為
停
止
事
右
之
通
諸
国
共
堅
可
相
守
之
、
所
々
奉
行
・
御
代
官
、
私
領
者
地
頭

入
念
相
違
無
之
様
ニ
幾
度
も
改
之
、
急
度
可
被
申
付
候
、
為
御
救
被
仰
出
候
間
、
能
々
可
有
吟
味
候
、
以
上
子
九
月
今
度
従
御
公
儀
様
被
仰
出
候
、
造
酒
米
高
御
吟
味
御
条
目
之
趣
奉
畏
候
、
急
度
相
守
可
申
候
、
以
上
滋
賀
郡
北
比
良
村
酒
屋
市
右
衛
門
宝
永
五
子
九
月
同
所
庄
や
善
兵
衛
同
郡
沢
村
酒
屋忠
右
衛
門
同
所
庄
や
甚
右
衛
門
同
郡
本
堅
田
村
酒
や
八
郎
兵
衛
同
孫
六
同
清
十
郎
同
五
兵
衛
同
吉
兵
衛
同
六
右
衛
門
同
所
庄
屋
喜
兵
衛
同
安
兵
衛
同
八
郎
兵
衛
同
権
右
衛
門
右
当
子
年
寒
酒
造
之
儀
御
条
目
差
遣
之
候
間
、
村
々
ニ
写
置
、
急
度
相
守
可
申
候
、
尤
例
年
之
通
奥
書
ニ
印
形
仕
、
留
り
之
村

早
々
持
参
可
申
候
、
以
上
田
中
文
内
印
高
田
仁
右
衛
門
印
十
月
十
六
日
日
本
堅
田
村
沢
村
北
比
良
村
庄
屋
中
ま
い
る
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
候
、私
所
持
仕
候
酒
株
之
儀
、
年
寄
不
如
意
ニ
罷
成
御
断
申
上
、
近
年
相
止
罷
有
候
処
、
当
村
西
宮
町
治
兵
衛
と
申
者
預
り
申
度
由
申
候
ニ
付
、
則
私
名
代
ニ
而
酒
道
具
等
相
借
シ
、
商
売
仕
せ
度
奉
願
候
、
左
候
へ
ハ
私
少
之
助
成
ニ
も
罷
成
候
間
、
御
慈
悲
ニ
奉
願
候
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
宝
永
五
年
子
十
月
願
主
西
宮
町
喜
兵
衛
右
奉
願
候
通
相
違
無
御
座
候
、
被
為
仰
付
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
、
以
上
本
堅
田
庄
屋
安
兵
衛
子
十
月
同
（
マ
マ
）
高
田
仁
左
衛
門
様
八
郎
兵
衛
田
中
文
内
様
同
権
右
衛
門
乍
恐
奉
願
口
上
之
覚
、私
所
持
仕
候
酒
株
之
義
、
手
前
不
勝
手
ニ
付
御
断
申
上
、
近
年
相
止
罷
有
候
、
然
所
私
従
弟
外
輪
丁
次
郎
兵
衛
と
申
者
預
り
度
由
申
候
ニ
付
、
則
私
名
代
ニ
而
商
売
仕
せ
度
奉
願
候
、
御
慈
悲
ニ
右
之
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
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宝
永
五
年
子
十
一
月
願
主
外
川
丁
御
庄
屋
中
忠
兵
衛
右
奉
願
候
通
相
違
無
御
座
候
、
被
為
仰
付
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
、
以
上
本
堅
田
庄
屋
子
十
一
月
安
兵
衛
高
田
仁
右
衛
門
殿
八
郎
兵
衛
田
中
文
内
殿
権
右
衛
門
覚
、兼
而
被
仰
出
候
通
、
生
類
あ
わ
れ
ミ
義
専
一
ニ
心
懸
ケ
、
煩
候
節
猶
以
入
念
養
育
可
致
事
、乗
馬
・
牽
馬
（
途
）
余
中
ニ
而
煩
出
、
又
ハ
け
か
な
と
致
シ
候
時
、
無
遠
慮
空
所
之
屋
敷
江
牽
入
可
致
養
育
候
、
町
屋
等
に
て
難
牽
所
ニ
而
、
其
所
之
者
ニ
申
達
入
念
養
育
可
致
候
事
、道
中
ニ
而
次
馬
并
や
と
ひ
候
馬
煩
出
、
又
ハ
け
か
致
し
候
ハ
ヽ
、
其
宿
之
者
ニ
郷
付
之
馬
方
申
合
、
入
念
養
育
仕
候
様
ニ
申
渡
シ
、
養
育
之
仕
方
承
届
可
被
通
候
、
宿
ニ
而
無
之
所
ニ
候
ハ
ヽ
、
其
近
辺
之
者
ニ
右
之
通
申
渡
し
可
被
通
候
、
左
様
之
節
ハ
其
所
之
者
入
念
養
育
可
仕
候
事
右
之
趣
御
料
・
私
領
家
来
下
々
迄
、
兼
而
急
度
可
被
申
付
候
、
已
上
子
十
月
今
度
生
類
御
あ
わ
れ
ミ
の
御
書
付
従
公
儀
被
仰
出
候
、
村
々
ニ
写
置
末
々
小
百
姓
迄
申
渡
し
、
急
度
相
守
可
申
候
、
留
之
村

右
之
御
書
付
返
シ
可
申
候
、
以
上
十
一
月
十
日
田
中
文
内
高
田
仁
右
衛
門
本
堅
田
村
衣
川
村
千
野
村
赤
塚
村
右
村
庄
屋
中
御
廻
状
写
村
々
御
借
用
銀
之
御
返
済
并
当
御
物
成
銀
納
直
段
相
極
如
此
申
候
、
村
々
差
引
勘
定
可
被
申
候
、本
石
ニ
付
銀
六
拾
九
匁
三
分
四
り
五
も
小
判
五
拾
六
匁
五
分
当
五
月
・
六
月
・
七
月
御
借
用
金
之
義
ハ
小
判
借
り
之
間
、
金
か
へ
直
段
ニ
勘
定
可
被
致
候
、金
四
百
七
拾
壱
匁
壱
分
八
り
六
も
但
、
一
匁
五
分
ま
し
五
十
八
匁
か
へ
右
之
通
ニ
候
右
十
一
月
十
七
日
、
高
田
仁
右
衛
門
様

村
々
被
仰
出
候
、
本
堅
田
・
衣
川
・
千
野
・
赤
塚
此
分
右
之
文
言
ニ
而
連
紙
ニ
被
仰
遣
候
十
一
月
十
八
日
（
過
）
、御
蔵
番
所
番
人
吉
蔵
手
あ
い
ま
ち
仕
候
ニ
付
、
番
所
早
速
繕
可
申
由
、
高
田
仁
右
衛
門
様
被
仰
付
、
米
備
取
立
申
候
事
勿
論
、
右
之
割
極
り
有
之
由
申
上
候
事
覚
、御
納
米
六
百
八
拾
三
石
三
斗
三
升
弐
合
七
勺
先
納
元
利
銀
ノ
米
高
也
内
六
百
三
拾
五
石
三
斗
六
升
三
合
壱
勺
御
下
札
ノ
表
又
四
石
三
斗
九
合
七
勺
水
上
舟
賃
也
引
残
テ
四
拾
三
石
八
斗
五
升
九
合
九
勺
外
川
御
扶
持
米
本
堅
田
庄
屋
郷
扶
持
米
安
兵
衛
喜
兵
衛
子
十
一
月
十
九
日
高
田
仁
右
衛
門
様
本
堅
田
村
本
石
、米
六
石
五
斗
壱
升
八
合
亥
暮
預
り
米
内
本
石三
石
九
斗
壱
合
八
勺
当
川
除
入
用
渡
ス
（
貼
紙
①
）
弐
斗
九
升
七
合
弐
尺
子
十
二
月
廿
七
日
遣
ス
衣
川
村
へ
可
相
渡
ス
（
貼
紙
②
）
三
斗
八
升
七
合
弐
尺
普
門
村
へ
可
渡
（
貼
紙
①
）
喜
兵
衛

と
川
久
四
郎
渡
ス
（
貼
紙
②
）
喜
兵
衛

出
（
貼
紙
③
）
九
斗
七
升
三
合
一
勺
一
才
大
野
村
へ
可
相
渡
（
貼
紙
④
）
四
升
壱
合
六
尺
（
貼
紙
⑤
）
沢
村
へ
可
相
渡
ス
此
代
弐
匁
□
分
（
貼
紙
③
）
喜
兵
衛

立
此
米
と
川
久
四
郎
渡
ス
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（
貼
紙
④
）「
喜
兵
衛

」
（
貼
紙
⑤
）「
喜
兵
衛

遣
し
、
使
沢
村
久
三
郎
遣
ス
」
残
而
壱
石
壱
斗
八
升
弐
合
三
勺
九
才
本
石
也
代
銀
八
拾
壱
匁
壱
分
但
、
弐
俵
半
六
拾
八
匁
五
分
九
厘
か
へ
右
之
銀
子
上
納
可
有
之
候
、
以
上
、米
三
石
九
斗
壱
合
八
勺
但
本
石
也
右
者
当
子
春
川
除
并
六
月
・
七
月
両
度
之
洪
水
ニ
而
所
々
繕
御
普
請
御
入
用
被
下
置
、
慥
請
取
申
候
、
以
上
子
十
二
月
三
日
庄
屋八
郎
兵
衛
印
田
中
文
内
様
喜
兵
衛
印
出
火
人
伊
兵
衛
口
書
（
唐
臼
）
、私
義
酒
や
六
右
衛
門
方
へ
毎
日
か
ら
う
す
ふ
ミ
ニ
参
候
、
昨
日
も
右
之
通
働
罷
有
、
昨
晩
四
つ
時
分
ニ
六
右
衛
門
方
ヲ
仕
廻
申
、
宿
へ
ふ
セ
り
ニ
帰
り
申
候
而
、
火
打
ニ
而
火
ヲ
打
火
ヲ
と
ほ
し
、
た
は
こ
ヲ
被
下
、
其
ま
ゝ
臥
り
申
候
、
毎
日
か
ら
う
す
ヲ
ふ
ミ
草
臥
申
候
故
、
と
な
り

市
兵
衛
参
お
こ
し
（
簀
掻
）
申
候
故
、
驚
お
き
申
候
ヘ
ハ
、
す
が
き

火
も
へ
立
申
候
、
早
速
声
ヲ
立
申
候
ニ
付
、
近
所
ノ
衆
懸
付
ふ
ミ
消
申
候
、
常
々
食
事
等
六
右
衛
門
方
ニ
而
被
下
候
故
、
宿
ニ
而
朝
夕
火
も
た
き
不
申
候
、
勿
論
こ
た
つ
・
火
お
け
ノ
類
も
無
御
座
候
、
昨
晩
も
灯
も
能
消
ふ
セ
り
申
候
処
ニ
、
不
調
法
成
義
出
来
迷
惑
仕
候
、
以
上
佐
右
衛
門
世
忰
子
十
二
月
六
日
夜
明
ケ
出
火
人
伊
兵
衛
印
伊
兵
衛
合
借
や
市
三
郎
口
書
、今
夜
八
つ
時
分
伊
兵
衛
所
出
火
之
義
御
尋
被
成
候
、
私
老
親
市
兵
衛
一
所
ニ
罷
有
候
所
ニ
、
伊
兵
衛
方
ニ
夜
更
火
之
あ
か
り
見
へ
候
由
、
親
市
兵
衛
急
ニ
私
ヲ
発
シ
申
候
間
、
早
速
お
き
合
、
伊
兵
衛
方
へ
参
見
申
候
処
ニ
、
す
が
き

火
も
へ
立
申
候
間
、
伊
兵
衛
ヲ
発
シ
、
声
ヲ
立
申
候
ヘ
ハ
、
近
所
ノ
衆
掛
付
、
ふ
ミ
消
シ
申
候
、
此
外
何
事
も
存
不
申
候
、
以
上
市
三
郎
印
子
十
二
月
六
日
覚
子
年
、御
門
松
三
錺
千
野
村
へ
申
遣
五
階
長
［
］
弐
間
余
り
、
是
よ
り
ち
い
さ
き
ハ
成
不
申
候
、
尤
女
松
・
男
松
取
合
而
、御
門
松
拾
三
錺
三
向
在
地

四
下
在
地

六
谷
口
村
へ
高
サ
壱
丈
一
二
尺
迄
、御
門
松
五
錺
千
野
村
へ
右

少
シ
小
ふ
り
成
ヲ
御
年
徳
店
い
ろ
［
］
、三
階
小
松
八
本
衣
川
村
へ
高
サ
三
尺
余
り
、根
引
ノ
小
松
廿
本
衣
川
村
へ
高
サ
七
八
寸

一
尺
迄
、
是

大
キ
成
ハ
無
用
、杭
木
三
拾
本
高
サ
壱
間
余
、
是

み
し
か
き
ハ
無
用
、葉
付
竹
六
十
六
本
谷
口
村
へ
但
三
寸
五
分

四
寸
斗
、葉
付
竹
八
本
谷
口
村
へ
但
五
六
寸
廻
り
、裏
白
弐
俵
下
在
地
へ
、ゆ
つ
り
葉
弐
俵
向
在
地
へ
、藪
か
う
し
弐
把
向
在
地
へ
右
之
通
極
月
廿
八
日
迄
ニ
御
越
可
有
候
子
極
月
廿
二
日
木
村
藤
介
本
堅
田
庄
屋
中
、宝
永
弐
酉
年
鳥
獣
運
上
御
免
被
遊
候
上
ハ
、
向
後
殺
生
堅
無
用
可
仕
旨
、
支
配
村
々
へ
急
度
可
被
申
渡
旨
、
加
藤
（
昭
英
）
越
中
守
殿
被
仰
渡
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
十
一
月
晦
日
（
親
庸
）
平
岩
若
狭
守
（
時
春
）
中
山
出
雲
守
（
重
秀
）
荻
原
近
江
守
御
触
書
之
通
急
度
相
守
可
申
旨
被
仰
渡
、
奉
得
其
意
候
、
以
上
子
十
二
月
十
四
日
江
州
滋
賀
郡
仰
木
村
猟
師
五
之
助
印
同
村
庄
屋
市
兵
衞
印
同
国
同
郡
今
堅
田
村
漁
師
次
郎
兵
衛
印
同
村
庄
屋
善
次
郎
印
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同
国
同
郡
本
堅
田
漁
師
与
三
兵
衛
印
同
村
庄
屋
安
兵
衛
印
其
村
々
猪
［
］
渡
儀
有
之
候
間
、
左
之
者
共
召
連
庄
屋
可
罷
上
候
、
以
上
十
二
月
十
九
日
雨
宮
源
次
郎
雨
宮
庄
九
郎
江
州
滋
賀
郡
仰
木
村
鳥
猟
師
五
之
助
同
今
堅
田
村
鳥
猟
師
［
］
同
村
鳥
猟
師
二
郎
兵
衛
右
村
々
庄
屋
共
子
ノ
十
二
月
十
八
日
御
手
形
渡
之
覚
六
右
衛
門
、二
貫
匁
此
手
形
八
郎
兵
衛
八
郎
兵
衛
へ
預
吉
郎
兵
衛
夫
茂
右
衛
門
清
兵
衛
、四
百
［
］
厘
五
毛
茂
右
衛
門
、壱
貫
［
］
同
人
、三
百
五
拾
四
匁
吉
兵
衛
、四
百
五
拾
四
匁
四
分
同
人
、弐
百
六
匁
四
分
七
り
八
郎
兵
衛
、［
］
六
右
衛
門
、五
百
四
拾
四
匁
市
右
衛
門
、壱
貫
九
百
四
拾
目
市
右
衛
門
、壱
貫
五
百
目
安
兵
衛
右
御
手
形
拾
枚
、
茂
右
衛
門
ニ
為
持
遣
ス
子
十
二
月
二
十
八
日
外
ニ借
用
申
金
之
事
、金
六
拾
弐
両
也
此
御
手
［
］
也
右
者
御
用
金
慥
請
取
申
候
、
返
済
之
義
ハ
来
丑
之
御
物
成
米
ヲ
以
、
壱
ヶ
月
ニ
壱
分
之
利
足
、
大
津
相
場
平
均
ニ
而
差
引
［
］
右
之
金
□
急
成
御
用
相
立
候
間
、
重
而
此
分
者
借
請
□
者
也
宝
永
五
戊
子
年
十
二
月
田
中
文
内
印
高
田
仁
右
衛
門
印
本
堅
田
村
庄
屋
中
金
弐
百
廿
九
両
代
五
十
六
匁
八
分
一
厘
弐
毛
か
へ
、銀
拾
三
貫
九
匁
九
分
四
厘
八
毛
手
形
一
通
金
六
百
両
割
六
十
目
被
仰
付
候
、銀
六
貫
百
弐
拾
八
匁
五
分
八
厘
六
毛
同
一
通
、金
七
拾
両
也
五
十
八
匁
被
仰
付
候
同
一
通
右
〆
四
通
之
御
［
］
方
へ
預
ケ
子
十
二
月
廿
九
□
使
安
兵
衛
直
ニ
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